
主
な
内
容

入
学
式
お
よ
び
小
中
学
校
先
生
紹
介

平
成
2
9
年
度
当
初
予
算

区
長
さ
ん
の
紹
介

5555
希

望
あ

ふ
れ

  人
と

地
域

が
  輝

く
ま

ち
ゆ

め

2017
M

ay
2017
M

ay
2017
M

ay
2017
M

ay

　
表
紙
は
、
４
月
1
1
日
（
火
）
に
三
加
和
小
学
校
で
行
わ
れ
た
入
学

式
の
様
子
で
す
。
新
１
年
生
は
、
希
望
や
楽
し
み
い
っ
ぱ
い
で
、
入

学
式
を
迎
え
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



４
月
11
日
、
町
内
の
小
中
学

校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
生
73
人
（
菊
水
中
48
人
、

三
加
和
中
25
人
）
と
小
学
生
74
人

（
菊
水
西
小
４
人
、
菊
水
中
央
小

28
人
、
菊
水
東
小
６
人
、
菊
水
南

小
７
人
、
三
加
和
小
29
人
）
が
入

学
し
ま
し
た
。

入
学
式
で
は
、
担
任
の
先
生

か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
元
気

い
っ
ぱ
い
の
声
で
返
事
を
し
、
新

入
生
た
ち
の
表
情
は
、
こ
れ
か
ら

始
ま
る
学
校
生
活
に
期
待
や
希
望

に
満
ち
溢
れ
、
目
を
輝
か
せ
て
い

ま
し
た
。
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て

元
気
よ
く
、
健
や
か
に
成
長
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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⑮ ⑰ ⑱ ⑭ ⑯

４
月
11
日
、
町
内
の
小
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
74
人

（
菊
水
中
央
小
●
人
、
菊
水
西
小
●
人
、
菊
水
東
小
●
人
、
菊
水
南
小
●
人
、

三
加
和
小
●
人
）
と
中
学
生
●
人
（
菊
水
中
●
人
、
三
加
和
中
●
人
）
が
入
学

し
ま
し
た
。

入
学
式
で
は
、
担
任
の
先
生
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
元
気
い
っ
ぱ
い
の
声

で
返
事
を
し
、
新
入
生
た
ち
の
表
情
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
に
期
待

や
希
望
に
満
ち
溢
れ
、
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
元

気
よ
く
、
健
や
か
に
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

菊
水
中
学
校

三
加
和
中
学
校

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩
校
　
長

教
　
頭

教
務
主
任

１
年
主
任

１
年
１
組
担
任

１
年
２
組
担
任

２
年
主
任

２
年
１
組
担
任

３
年
主
任

３
年
１
組
担
任

福
島
英
士
郎

井
上

　雄
治

水
足

　賢
二

船
津

　
　清

竹
下

　一
俊

西
澤

　
　渚

小
林

　美
幸

志
水

　玲
之

城
戸

　千
鶴

金
子

　朝
昭

⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲
３
年
２
組
担
任

な
ご
み
学
級
担
任

ふ
な
や
ま
学
級
担
任

養
護
教
諭

事
務
職
員

栄
養
教
諭

学
習
支
援
員

心
の
教
室
相
談
員

施
設
管
理
支
援
員

定
松

　輝
美

堀
川

　智
惠

目
久
美
和
美

中
村

　涼
子

梅
本

　理
美

德
永

　早
織

大
山

　三
保

深
浦
ゆ
か
り

米
田

　景
一

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩
校
　
長

教
　
頭

教
務
主
任

１
年
主
任

１
年
１
組
担
任

１
年
副
担
任

２
年
主
任

２
年
１
組
担
任

３
年
主
任

３
年
組
１
担
任

益
﨑

　慎
司

藤
本

　竜
一

長
瀬
弘
二
郎

平
江

　佳
幸

上
田

　恭
代

久
保

　
　誠

桑
原

　
　孝

勝
木

　一
光

池
田

　完
治

坂
西

　由
美

⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳
３
年
副
担
任

養
護
教
諭

事
務
職
員

栄
養
教
諭

特
別
支
援
教
育
支
援
員

か
わ
せ
み
学
級
担
任

や
ま
せ
み
学
級
担
任

心
の
教
室
相
談
員

施
設
管
理
支
援
員

英
語
指
導
助
手

湯
澤

　徹
志

多
田
隈
小
百
合

永
野

　佳
奈

松
井

　典
子

松
尾

　弘
美

清
田
の
ぞ
み

荒
木

　恵
信

髙
田

　辰
子

大
城
戸
正
剛

原
賀

　美
香

⑫ ⑤ ⑥ ⑧ ⑩ ⑪
⑬ ④ ② ① ③ ⑦ ⑨

⑲ ④ ⑧ ⑦ ⑥
⑱ ⑫ ⑭ ⑳ ⑮ ⑯ ⑤ ⑬

③ ⑰ ② ① ⑨ ⑩ ⑪

⑲

菊
水
西
小
学
校

①②③④⑤⑥
校
　
長

教
　
頭

１
・
２
年
担
任

３
・
４
年
担
任

５
・
６
年
担
任

な
の
は
な
学
級
担
任

久
保

　
　瞳

道
喜

　智
昭

福
田
い
つ
子

大
古
閑
靖
夫

松
尾

　泰
幸

渡
邉

　
　眞

⑦⑧⑨⑩⑪⑫
複
式
学
級
補
助
員

複
式
学
級
補
助
員

複
式
学
級
補
助
員

事
務
職
員

養
護
教
諭

特
別
支
援
教
育
支
援
員

宮
本

　裕
美

髙
岡

　節
美

平
川

　満
広

塩
塚

　敦
子

渡
辺
真
知
子

上
田

　正
之

⑤ ④ ③ ⑧ ⑪ ⑩
⑫ ⑥ ① ② ⑨ ⑦
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健
康
を
願
っ
て

　
　
新
１
年
生
に
布
ぞ
う
り
寄
贈

　
３
月
14
日
（
火
）
、
星
の
子
会
（
代
表
：
星
子
澄
代

さ
ん
）
か
ら
和
水
町
全
校
の
新
入
児
童
（
74
人
）
に
健

康
布
ぞ
う
り
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
活
動
の
一
環

と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
６
年
目
と
な
る
今
年

も
、
か
わ
い
ら
し
い
ぞ
う
り
が
届
き
ま
し
た
。
星
子
さ

ん
他
５
人
が
教
育
長
室
を
訪
れ
、
小
出
教
育
長
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
代
表
の
星
子
さ
ん
は
、
「
星
の
子
会
は
、
現
在
11
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
一
年
間
か
け
て
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
心
を
込
め
て
作
り
ま
し
た
。
健
康
に
も
い
い

の
で
、
ぜ
ひ
実
際
に
履
い
て
も
ら
い
た
い
。」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

交
通
安
全
を
祈
っ
て

　
　
〜
新
１
年
生
に
黄
色
い
帽
子
贈
呈
〜

　
４
月
11
日
（
火
）
、
各
小
学
校
の
入
学
式
で
、
黄
色

い
帽
子
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
黄
色
い
帽
子
は
、

町
商
工
会
青
年
部
が
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

毎
年
町
内
の
小
学
校
の
新
入
生
へ
贈
っ
て
い
る
も
の
で

す
。

　
新
一
年
生
た
ち
は
、
真
新
し
い
黄
色
い
帽
子
を
も
ら

う
と
、
笑
顔
で
お
礼
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
児
童
の
み
な
さ
ん
、
交
通
安
全
に
気
を
付
け
て
通
学

し
て
く
だ
さ
い
ね
。

菊
水
東
小
学
校

菊
水
南
小
学
校

①②③④⑤⑥
校
　
長

教
　
頭

１
年
担
任

２
・
３
年
担
任

４
・
５
年
担
任

６
年
担
任

石
本

　明
史

竹
下

　圭
悟

上
田

　由
尚

西
村

　真
理

松
本

　圭
子

加
藤

　慈
雲

⑦⑧⑨⑩⑪⑫
は
な
む
れ
学
級
担
任

養
護
助
教
諭

事
務
職
員

複
式
学
級
補
助
員

複
式
学
級
補
助
員

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手

和
田

　幸
子

池
上

　由
夏

坂
井
恵
里
子

松
本
み
ゆ
き

竹
野

　友
紹

田
上

　主
税

三
加
和
小
学
校

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩
校
　
長

教
　
頭

教
務
主
任
・
理
科
専
科

１
年
担
任

２
年
担
任

３
年
担
任

４
年
担
任

５
年
担
任

６
年
担
任

ひ
ま
わ
り
学
級
担
任

塘
岡

　裕
子

古
川

　
　保

岡
﨑

　郁
生

堀
田
美
代
子

土
田

　
　薫

戸
上

　和
子

小
山
田
茉
由

安
倍

　堅
介

坂
田

　浩
昭

中
嶋

　康
憲

⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲
さ
く
ら
学
級
担
任

養
護
教
諭

事
務
主
任

司
書
補
助
員

特
別
支
援
教
育
T
T

特
別
支
援
教
育
支
援
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

校
務
支
援
員

古
江

　歩
美

梅
田

　友
子

猿
渡

　明
子

髙
木

　智
香

原

　み
ど
り

小
島

　裕
子

馬
場
美
奈
子

鹿
子
木
智
子

原
賀

　和
代

①②③④⑤⑥
校
　
長

教
　
頭

１
・
２
年
担
任

３
・
４
年
担
任

５
・
６
年
担
任

養
護
教
諭

山
村

　直
子

多
田
隈

　保

笠
原

　康
弘

山
口

　英
代

上
村

　智
昭

島
本

　揚
子

⑦⑧⑨⑩
事
務
職
員

複
式
学
級
補
助
員

複
式
学
級
補
助
員

複
式
学
級
補
助
員

山
崎

　直
美

尋
木

　雅
子

守
下

　美
樹

北
川

　純
代

⑲ ⑭ ⑬ ⑮ ⑩ ③
⑯ ⑱ ⑰ ⑫ ⑧ ⑨ ⑪

布ぞうりを渡す星の子会の皆さん

帽子をもらう新入児童

④ ⑤ ① ② ⑥ ⑦

④ ⑩ ⑤ ⑪ ⑨ ⑧
⑫ ③ ② ① ⑥ ⑦

⑩ ⑨ ⑥ ④ ⑦ ⑤
⑧ ② ① ③

菊
水
中
央
小
学
校

①②③④⑤⑥⑦⑧
校
　
長

教
　
頭

教
務
主
任
・
理
科
専
科

１
年
担
任

2
年
担
任

３
年
担
任

４
年
担
任

５
年
担
任

田
島

　廣
幸

下
津

　幸
治

深
草

　正
広

山
口
由
香
里

高
山

　裕
子

髙
田

　義
彦

隈
部

　留
美

塚
越
光
太
郎

⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯
６
年
担
任

養
護
教
諭

事
務
職
員

司
書
補
助
員

お
お
ぞ
ら
学
級
担
任

特
別
支
援
教
育
支
援
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

英
語
指
導
助
手

井
上

　博
士

中
村
三
智
代

服
部

　豊
子

近
縄

　ル
ミ

福
田

　裕
士

石
原

　和
代

谷
田

　美
幸

南

　い
ず
美

⑮ ⑥ ⑫ ⑯ ⑧
⑭ ⑦ ⑩ ⑬ ⑪ ⑤

④ ③ ① ② ⑨
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健
康
を
願
っ
て

　
　
新
１
年
生
に
布
ぞ
う
り
寄
贈

　
３
月
14
日
（
火
）
、
星
の
子
会
（
代
表
：
星
子
澄
代

さ
ん
）
か
ら
和
水
町
全
校
の
新
入
児
童
（
74
人
）
に
健

康
布
ぞ
う
り
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
活
動
の
一
環

と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
６
年
目
と
な
る
今
年

も
、
か
わ
い
ら
し
い
ぞ
う
り
が
届
き
ま
し
た
。
星
子
さ

ん
他
５
人
が
教
育
長
室
を
訪
れ
、
小
出
教
育
長
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
代
表
の
星
子
さ
ん
は
、
「
星
の
子
会
は
、
現
在
11
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
一
年
間
か
け
て
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
心
を
込
め
て
作
り
ま
し
た
。
健
康
に
も
い
い

の
で
、
ぜ
ひ
実
際
に
履
い
て
も
ら
い
た
い
。」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

交
通
安
全
を
祈
っ
て

　
　
〜
新
１
年
生
に
黄
色
い
帽
子
贈
呈
〜

　
４
月
11
日
（
火
）
、
各
小
学
校
の
入
学
式
で
、
黄
色

い
帽
子
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
黄
色
い
帽
子
は
、

町
商
工
会
青
年
部
が
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

毎
年
町
内
の
小
学
校
の
新
入
生
へ
贈
っ
て
い
る
も
の
で

す
。

　
新
一
年
生
た
ち
は
、
真
新
し
い
黄
色
い
帽
子
を
も
ら

う
と
、
笑
顔
で
お
礼
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
児
童
の
み
な
さ
ん
、
交
通
安
全
に
気
を
付
け
て
通
学

し
て
く
だ
さ
い
ね
。

菊
水
東
小
学
校

菊
水
南
小
学
校

①②③④⑤⑥
校
　
長

教
　
頭

１
年
担
任

２
・
３
年
担
任

４
・
５
年
担
任

６
年
担
任

石
本

　明
史

竹
下

　圭
悟

上
田

　由
尚

西
村

　真
理

松
本

　圭
子

加
藤

　慈
雲

⑦⑧⑨⑩⑪⑫
は
な
む
れ
学
級
担
任

養
護
助
教
諭

事
務
職
員

複
式
学
級
補
助
員

複
式
学
級
補
助
員

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手

和
田

　幸
子

池
上

　由
夏

坂
井
恵
里
子

松
本
み
ゆ
き

竹
野

　友
紹

田
上

　主
税

三
加
和
小
学
校

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩
校
　
長

教
　
頭

教
務
主
任
・
理
科
専
科

１
年
担
任

２
年
担
任

３
年
担
任

４
年
担
任

５
年
担
任

６
年
担
任

ひ
ま
わ
り
学
級
担
任

塘
岡

　裕
子

古
川

　
　保

岡
﨑

　郁
生

堀
田
美
代
子

土
田

　
　薫

戸
上

　和
子

小
山
田
茉
由

安
倍

　堅
介

坂
田

　浩
昭

中
嶋

　康
憲

⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲
さ
く
ら
学
級
担
任

養
護
教
諭

事
務
主
任

司
書
補
助
員

特
別
支
援
教
育
T
T

特
別
支
援
教
育
支
援
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

校
務
支
援
員

古
江

　歩
美

梅
田

　友
子

猿
渡

　明
子

髙
木

　智
香

原

　み
ど
り

小
島

　裕
子

馬
場
美
奈
子

鹿
子
木
智
子

原
賀

　和
代

①②③④⑤⑥
校
　
長

教
　
頭

１
・
２
年
担
任

３
・
４
年
担
任

５
・
６
年
担
任

養
護
教
諭

山
村

　直
子

多
田
隈

　保

笠
原

　康
弘

山
口

　英
代

上
村

　智
昭

島
本

　揚
子

⑦⑧⑨⑩
事
務
職
員

複
式
学
級
補
助
員

複
式
学
級
補
助
員

複
式
学
級
補
助
員

山
崎

　直
美

尋
木

　雅
子

守
下

　美
樹

北
川

　純
代

⑲ ⑭ ⑬ ⑮ ⑩ ③
⑯ ⑱ ⑰ ⑫ ⑧ ⑨ ⑪

布ぞうりを渡す星の子会の皆さん

帽子をもらう新入児童

④ ⑤ ① ② ⑥ ⑦

④ ⑩ ⑤ ⑪ ⑨ ⑧
⑫ ③ ② ① ⑥ ⑦

⑩ ⑨ ⑥ ④ ⑦ ⑤
⑧ ② ① ③

菊
水
中
央
小
学
校

①②③④⑤⑥⑦⑧
校
　
長

教
　
頭

教
務
主
任
・
理
科
専
科

１
年
担
任

2
年
担
任

３
年
担
任

４
年
担
任

５
年
担
任

田
島

　廣
幸

下
津

　幸
治

深
草

　正
広

山
口
由
香
里

高
山

　裕
子

髙
田

　義
彦

隈
部

　留
美

塚
越
光
太
郎

⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯
６
年
担
任

養
護
教
諭

事
務
職
員

司
書
補
助
員

お
お
ぞ
ら
学
級
担
任

特
別
支
援
教
育
支
援
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

英
語
指
導
助
手

井
上

　博
士

中
村
三
智
代

服
部

　豊
子

近
縄

　ル
ミ

福
田

　裕
士

石
原

　和
代

谷
田

　美
幸

南

　い
ず
美

⑮ ⑥ ⑫ ⑯ ⑧
⑭ ⑦ ⑩ ⑬ ⑪ ⑤

④ ③ ① ② ⑨
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歳 出
64億5,264万円

一般会計

歳出（目的別）
～特集～
平成29年度

当初予算

歳入歳出

歳 入
64億5,264万円

一般会計

目的
内容
予算額
構成比
町民一人当たりの金額

内訳の見方

3月末日現在の
人口10,471人で計算

公債費
借り入れたお金の返済のために

9億5,392万円
15％
（91,101円）

土木費
道路やまちづくりのために

7億1,297万円
11％
（68,090円）

民生費
福祉・医療のために

18億5,296万円
29％
（176,961円）

総務費
行政運営のために

9億318万円
14％
（86,256円）

衛生費
ゴミ処理や病気予防のために

5億8,002万円
9％
（55,394円）

消防費
消防や火災予防のために

2億5,417万円
4％
（24,274円）

災害復旧費
災害時の復旧のために

3,256万円
1％
（3,109円）

農林水産業費
農林業の振興のために

2億6,232万円
4％
（25,052円）

議会費
議会運営のために

8,433万円
1％
（8,054円）

教育費
学校や生涯学習のために

6億9,877万円
11％
（66,734円）

商工費
商工業・観光振興のために

1億243万円
2％
（9,782円）

予備費
緊急時に備えるために

1,500万円
0％
（1,433円）

歳
入
に
つ
い
て

　
歳
入
予
算
は
自
主
財
源
（
町
が
独
自
に
も

つ
財
源
）
が
17
・
8
%
、
依
存
財
源
（
国
･
県

か
ら
の
補
助
金
な
ど
）
が
82
・
2
%
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増
加

を
見
込
み
、
8
億
1
，8
6
9
万
円
（
3
，

1
7
2
万
円
増
）
で
総
額
の
12
・
7
%
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
合
併
算

定
替
え
終
了
に
伴
う
減
額
分
を
試
算
し
計
上

し
た
た
め
、
32
億
3
，5
7
5
万
円
（
8
，

4
2
5
万
円
の
減
）
の
50
・
2
%
、
国
・
県
支

出
金
は
、
道
路
整
備
事
業
（
補
助
）
等
の
投

資
的
経
費
を
抑
制
し
た
こ
と
に
よ
り
9
億

5
，4
8
3
万
円
（
8
，5
6
5
万
円
の
減
）

の
14
・
8
%
、
町
債
は
道
路
事
業
や
施
設
の

主
な
主
要
事
業

・
町
道
整
備
事
業
　
　
1
億
4
，4
4
3
万
円

・
学
校
統
合
推
進
事
業
（
耐
震
改
修
事
業
）

1
億
3
，1
8
2
万
円

・
小
さ
な
拠
点
形
成
事
業
（
お
で
か
け
交
通
）

2
，4
5
4
万
円

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
経
費

1
，6
6
3
万
円

・
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
そ
の
周
辺
整
備

1
，4
0
0
万
円

・
道
の
駅
地
方
創
生
拠
点
化
事
業
経
費

3
8
0
万
円

・
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
活
用
事
業3

1
4
万
円

※
端
数
調
整
の
た
め
合
計
が
合
わ
な
い
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

　
町
の
通
常
の
出
し
入
れ
を
す
る
お
金
は
一

般
会
計
で
す
が
、
特
定
の
事
業
の
た
め
に
使

う
お
金
は
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
と
い

う
会
計
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
と
は
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

か
ら
得
ら
れ
る
料
金
な
ど
の
対
価
に
よ
っ
て

支
出
を
賄
う
場
合
、
一
般
会
計
と
は
別
に
経

理
す
る
も
の
で
す
。

　
自
治
体
が
経
営
す
る
企
業
は
全
て
公
営
企

業
会
計
に
よ
っ
て
経
理
さ
れ
、
和
水
町
の
法

適
用
企
業
は
病
院
事
業
会
計
が
該
当
し
ま

す
。

　
ま
た
、
会
計
制
度
の
見
直
し
等
に
よ
り
、

法
非
適
用
企
業
も
法
適
用
を
推
進
す
る
動
き

が
見
ら
れ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
の
前
年
度
と
の
比
較
を

一
覧
表
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
増
減
の
多
い
特
別
会
計
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

【
対
前
年
度
比
5
，9
1
3
万
円
　
増
】

・
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
増
な
ど
に
よ
る
。

介
護
保
険
事
業
会
計

【
対
前
年
度
比
　
1
，3
5
5
万
円
　
減
】

・
介
護
給
付
費
の
減
に
よ
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
会
計

【
対
前
年
度
比
2
，3
9
5
万
円
　
減
】

・
給
食
業
務
委
託
に
よ
る
人
件
費
の
減
に
よ
る
。

簡
易
水
道
事
業
会
計

【
対
前
年
度
比
8
，7
5
8
万
円
　
減
】

・
大
藤
地
区
の
配
水
池
増
設
工
事
が
完
了
し

た
こ
と
に
よ
る
。

下
水
道
事
業
会
計

【
対
前
年
度
比
3
，3
8
4
万
円
　
減
】

・
資
産
管
理
・
経
営
戦
略
策
定
委
託
料
及
び

公
債
費
等
の
減
に
よ
る
。

病
院
事
業
会
計

【
前
年
度
比
3
，7
3
7
万
円
　
減
】

・
人
件
費
、
減
価
償
却
費
、
医
療
事
務
委
託

料
等
が
減
に
よ
る
。

各会計予算比較一覧表 

除
却
費
用
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
増
加
見
込

み
に
よ
り
8
億
1
，8
4
0
万
円
（
2
億
2
，

7
8
9
万
円
の
増
）
の
12
・
7
%
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
歳
入
に
占
め
る
依
存
財
源
が
82
・
2
％

（
対
前
年
度
比
2
・
4
%
増
）
と
依
然
と
し

て
地
方
交
付
税
、
国
・
県
支
出
金
及
び
町
債

に
多
く
の
歳
入
を
依
存
し
て
お
り
、
町
税
の

徴
収
率
向
上
や
公
有
財
産
の
有
効
利
用
で
自

主
財
源
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て

　
歳
出
予
算
は
、
義
務
的
経
費
（
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
）
が
歳
出
総
額
の
48
・

4
%
、
投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業
、
災

害
復
旧
費
）
8
・
4
%
、
そ
の
他
（
物
件
費
、

補
助
費
等
）
43
・
2
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
義
務
的
経
費
の
扶
助
費
は
、
9
億
8
，

6
2
8
万
円
の
15
・
3
％
、
公
債
費
は
、
抑

制
に
伴
い
、
9
億
5
，3
9
2
万
円
の
14
・

8
％
、
投
資
的
経
費
で
あ
る
普
通
建
設
事
業

費
・
災
害
復
旧
事
業
費
は
、
道
路
整
備
事
業

等
の
減
に
よ
り
5
億
4
，0
3
8
万
円
の
8
・

4
%
、
物
件
費
･
維
持
補
修
費
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
よ
り
道
路
や
橋
梁
、
建
物
の
防

水
改
修
費
増
に
よ
り
10
億
3
5
3
万
円
の

15
・
6
％
、
補
助
費
等
は
、
各
種
団
体
や
農

政
の
補
助
金
見
直
し
等
に
よ
る
減
に
よ
り
10

億
1
，6
5
9
万
円
の
15
・
8
％
、
積
立
金
・

貸
付
金
･
投
資
及
び
出
資
金
は
7
0
8
万
円

の
0
・
1
%
、
繰
出
金
･
予
備
費
は
、
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

や
簡
易
水
道
事
業
の
減
に
よ
り
、
7
億
6
，

4
8
3
万
円
の
11
・
9
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

き
ょ
う
り
ょ
う

特別会計 Ｈ28 Ｈ29 増減額

和水町国民健康保険事業会計 17億8,161万円 18億4,074万円 5,913万円

和水町介護保険事業会計 15億1,883万円 15億528万円 △1,355万円

和水町特別養護老人ホーム事業会計 5億1,350万円 4億8,955万円 △2,395万円

和水町簡易水道事業会計 1億5,132万円 6,374万円 △8,758万円

和水町下水道事業会計 1億989万円 7,604万円 △3,384万円

和水町特定地域生活排水処理事業会計 1億673万円 1億113万円 △560万円

和水町春富財産区 28万円 28万円 0円

和水町後期高齢者医療事業会計 1億4,941万円 1億5,020万円 △1,046万円

和水町病院事業会計 9億7,881万円 9億4,144万円 △3,737万円

　
平
成
29
年
度
和
水
町
一
般
会
計
予
算
は
、
64

億
5
，2
6
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
△
1
，

7
6
6
万
3
千
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改

修
費
の
減
額
や
普
通
建
設
事
業
の
抑
制
を
図
っ

た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

平
成
２９
年
度
一
般
会
計
予
算

特
別
会
計
…
…
特
定
の
事
業
に
使
う
お
金
を
扱
う
会
計

依存財源 82.2％

そ
の

他
 43.2％

一般会計……町の行政運営にかかる基本的な経費を計上した
会計

特別会計……一般会計の歳入歳出と区別して別に処理するた
めの会計

企業会計……地方財政上、地方公営企業法が適用される公営
企業の会計。和水町は病院事業会計が該当

自主財源……町が自主的に収入できる財源
依存財源……国や県から交付される収入など

【国・県支出金】
国･県が使用目的を特定して交付

【地方交付税】
所得税、法人税、消費税などの国
税収入の一部を国が交付

【町債】
公共施設の整備などのための借
入金

【諸収入】
財産貸付による財産収入や各種
分担金、負担金、使用料

【維持補修費】
道路、橋梁、公共施設等の修繕費

【扶助費】
児童手当や高齢者、障がい者、乳
幼児の医療費助成費

【普通建設事業費】
道路、橋梁、河川や公共施設の建
設費

【物件費】
委託料、消耗品、通信運搬費等

【補助費等】
各種団体への補助金、負担金

町税
8億1,869万円
12.7％

諸収入など
3億3,170万円
5.1％

地方交付税
32億3,575万円
50.2％

国･県支出金
9億5,483万円
14.8％

町債
8億1,840万円
12.7％

地方譲与税など
2億9,327万円
4.5％

用 語 解 説

積立金・貸付金・
投資及び出資金
708万円
0.1％

繰出金・予備費
7億6,483万円
11.9％

人件費
11億8,032万円
18.3％

扶助費
9億8,628万円
15.3％

公債費
9億5,392万円
14.8％

普通建設事業費・災害復旧費
5億4,038万円
8.4％

投資的経費 8.4％

物件費・
維持補修費
10億353万円
15.6％

補助費等
10億1,659万円
15.8％

自主財源 17.8％

義務的経費 48.4％
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歳 出
64億5,264万円

一般会計

歳出（目的別）
～特集～
平成29年度

当初予算

歳入歳出

歳 入
64億5,264万円

一般会計

目的
内容
予算額
構成比
町民一人当たりの金額

内訳の見方

3月末日現在の
人口10,471人で計算

公債費
借り入れたお金の返済のために

9億5,392万円
15％
（91,101円）

土木費
道路やまちづくりのために

7億1,297万円
11％
（68,090円）

民生費
福祉・医療のために

18億5,296万円
29％
（176,961円）

総務費
行政運営のために

9億318万円
14％
（86,256円）

衛生費
ゴミ処理や病気予防のために

5億8,002万円
9％
（55,394円）

消防費
消防や火災予防のために

2億5,417万円
4％
（24,274円）

災害復旧費
災害時の復旧のために

3,256万円
1％
（3,109円）

農林水産業費
農林業の振興のために

2億6,232万円
4％
（25,052円）

議会費
議会運営のために

8,433万円
1％
（8,054円）

教育費
学校や生涯学習のために

6億9,877万円
11％
（66,734円）

商工費
商工業・観光振興のために

1億243万円
2％
（9,782円）

予備費
緊急時に備えるために

1,500万円
0％
（1,433円）

歳
入
に
つ
い
て

　
歳
入
予
算
は
自
主
財
源
（
町
が
独
自
に
も

つ
財
源
）
が
17
・
8
%
、
依
存
財
源
（
国
･
県

か
ら
の
補
助
金
な
ど
）
が
82
・
2
%
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増
加

を
見
込
み
、
8
億
1
，8
6
9
万
円
（
3
，

1
7
2
万
円
増
）
で
総
額
の
12
・
7
%
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
合
併
算

定
替
え
終
了
に
伴
う
減
額
分
を
試
算
し
計
上

し
た
た
め
、
32
億
3
，5
7
5
万
円
（
8
，

4
2
5
万
円
の
減
）
の
50
・
2
%
、
国
・
県
支

出
金
は
、
道
路
整
備
事
業
（
補
助
）
等
の
投

資
的
経
費
を
抑
制
し
た
こ
と
に
よ
り
9
億

5
，4
8
3
万
円
（
8
，5
6
5
万
円
の
減
）

の
14
・
8
%
、
町
債
は
道
路
事
業
や
施
設
の

主
な
主
要
事
業

・
町
道
整
備
事
業
　
　
1
億
4
，4
4
3
万
円

・
学
校
統
合
推
進
事
業
（
耐
震
改
修
事
業
）

1
億
3
，1
8
2
万
円

・
小
さ
な
拠
点
形
成
事
業
（
お
で
か
け
交
通
）

2
，4
5
4
万
円

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
経
費

1
，6
6
3
万
円

・
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
そ
の
周
辺
整
備

1
，4
0
0
万
円

・
道
の
駅
地
方
創
生
拠
点
化
事
業
経
費

3
8
0
万
円

・
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
活
用
事
業3

1
4
万
円

※
端
数
調
整
の
た
め
合
計
が
合
わ
な
い
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

　
町
の
通
常
の
出
し
入
れ
を
す
る
お
金
は
一

般
会
計
で
す
が
、
特
定
の
事
業
の
た
め
に
使

う
お
金
は
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
と
い

う
会
計
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
と
は
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

か
ら
得
ら
れ
る
料
金
な
ど
の
対
価
に
よ
っ
て

支
出
を
賄
う
場
合
、
一
般
会
計
と
は
別
に
経

理
す
る
も
の
で
す
。

　
自
治
体
が
経
営
す
る
企
業
は
全
て
公
営
企

業
会
計
に
よ
っ
て
経
理
さ
れ
、
和
水
町
の
法

適
用
企
業
は
病
院
事
業
会
計
が
該
当
し
ま

す
。

　
ま
た
、
会
計
制
度
の
見
直
し
等
に
よ
り
、

法
非
適
用
企
業
も
法
適
用
を
推
進
す
る
動
き

が
見
ら
れ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
の
前
年
度
と
の
比
較
を

一
覧
表
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
増
減
の
多
い
特
別
会
計
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

【
対
前
年
度
比
5
，9
1
3
万
円
　
増
】

・
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
増
な
ど
に
よ
る
。

介
護
保
険
事
業
会
計

【
対
前
年
度
比
　
1
，3
5
5
万
円
　
減
】

・
介
護
給
付
費
の
減
に
よ
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
会
計

【
対
前
年
度
比
2
，3
9
5
万
円
　
減
】

・
給
食
業
務
委
託
に
よ
る
人
件
費
の
減
に
よ
る
。

簡
易
水
道
事
業
会
計

【
対
前
年
度
比
8
，7
5
8
万
円
　
減
】

・
大
藤
地
区
の
配
水
池
増
設
工
事
が
完
了
し

た
こ
と
に
よ
る
。

下
水
道
事
業
会
計

【
対
前
年
度
比
3
，3
8
4
万
円
　
減
】

・
資
産
管
理
・
経
営
戦
略
策
定
委
託
料
及
び

公
債
費
等
の
減
に
よ
る
。

病
院
事
業
会
計

【
前
年
度
比
3
，7
3
7
万
円
　
減
】

・
人
件
費
、
減
価
償
却
費
、
医
療
事
務
委
託

料
等
が
減
に
よ
る
。

各会計予算比較一覧表 

除
却
費
用
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
増
加
見
込

み
に
よ
り
8
億
1
，8
4
0
万
円
（
2
億
2
，

7
8
9
万
円
の
増
）
の
12
・
7
%
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
歳
入
に
占
め
る
依
存
財
源
が
82
・
2
％

（
対
前
年
度
比
2
・
4
%
増
）
と
依
然
と
し

て
地
方
交
付
税
、
国
・
県
支
出
金
及
び
町
債

に
多
く
の
歳
入
を
依
存
し
て
お
り
、
町
税
の

徴
収
率
向
上
や
公
有
財
産
の
有
効
利
用
で
自

主
財
源
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て

　
歳
出
予
算
は
、
義
務
的
経
費
（
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
）
が
歳
出
総
額
の
48
・

4
%
、
投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業
、
災

害
復
旧
費
）
8
・
4
%
、
そ
の
他
（
物
件
費
、

補
助
費
等
）
43
・
2
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
義
務
的
経
費
の
扶
助
費
は
、
9
億
8
，

6
2
8
万
円
の
15
・
3
％
、
公
債
費
は
、
抑

制
に
伴
い
、
9
億
5
，3
9
2
万
円
の
14
・

8
％
、
投
資
的
経
費
で
あ
る
普
通
建
設
事
業

費
・
災
害
復
旧
事
業
費
は
、
道
路
整
備
事
業

等
の
減
に
よ
り
5
億
4
，0
3
8
万
円
の
8
・

4
%
、
物
件
費
･
維
持
補
修
費
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
よ
り
道
路
や
橋
梁
、
建
物
の
防

水
改
修
費
増
に
よ
り
10
億
3
5
3
万
円
の

15
・
6
％
、
補
助
費
等
は
、
各
種
団
体
や
農

政
の
補
助
金
見
直
し
等
に
よ
る
減
に
よ
り
10

億
1
，6
5
9
万
円
の
15
・
8
％
、
積
立
金
・

貸
付
金
･
投
資
及
び
出
資
金
は
7
0
8
万
円

の
0
・
1
%
、
繰
出
金
･
予
備
費
は
、
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

や
簡
易
水
道
事
業
の
減
に
よ
り
、
7
億
6
，

4
8
3
万
円
の
11
・
9
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

き
ょ
う
り
ょ
う

特別会計 Ｈ28 Ｈ29 増減額

和水町国民健康保険事業会計 17億8,161万円 18億4,074万円 5,913万円

和水町介護保険事業会計 15億1,883万円 15億528万円 △1,355万円

和水町特別養護老人ホーム事業会計 5億1,350万円 4億8,955万円 △2,395万円

和水町簡易水道事業会計 1億5,132万円 6,374万円 △8,758万円

和水町下水道事業会計 1億989万円 7,604万円 △3,384万円

和水町特定地域生活排水処理事業会計 1億673万円 1億113万円 △560万円

和水町春富財産区 28万円 28万円 0円

和水町後期高齢者医療事業会計 1億4,941万円 1億5,020万円 △1,046万円

和水町病院事業会計 9億7,881万円 9億4,144万円 △3,737万円

　
平
成
29
年
度
和
水
町
一
般
会
計
予
算
は
、
64

億
5
，2
6
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
△
1
，

7
6
6
万
3
千
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改

修
費
の
減
額
や
普
通
建
設
事
業
の
抑
制
を
図
っ

た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

平
成
２９
年
度
一
般
会
計
予
算

特
別
会
計
…
…
特
定
の
事
業
に
使
う
お
金
を
扱
う
会
計

依存財源 82.2％

そ
の

他
 43.2％

一般会計……町の行政運営にかかる基本的な経費を計上した
会計

特別会計……一般会計の歳入歳出と区別して別に処理するた
めの会計

企業会計……地方財政上、地方公営企業法が適用される公営
企業の会計。和水町は病院事業会計が該当

自主財源……町が自主的に収入できる財源
依存財源……国や県から交付される収入など

【国・県支出金】
国･県が使用目的を特定して交付

【地方交付税】
所得税、法人税、消費税などの国
税収入の一部を国が交付

【町債】
公共施設の整備などのための借
入金

【諸収入】
財産貸付による財産収入や各種
分担金、負担金、使用料

【維持補修費】
道路、橋梁、公共施設等の修繕費

【扶助費】
児童手当や高齢者、障がい者、乳
幼児の医療費助成費

【普通建設事業費】
道路、橋梁、河川や公共施設の建
設費

【物件費】
委託料、消耗品、通信運搬費等

【補助費等】
各種団体への補助金、負担金

町税
8億1,869万円
12.7％

諸収入など
3億3,170万円
5.1％

地方交付税
32億3,575万円
50.2％

国･県支出金
9億5,483万円
14.8％

町債
8億1,840万円
12.7％

地方譲与税など
2億9,327万円
4.5％

用 語 解 説

積立金・貸付金・
投資及び出資金
708万円
0.1％

繰出金・予備費
7億6,483万円
11.9％

人件費
11億8,032万円
18.3％

扶助費
9億8,628万円
15.3％

公債費
9億5,392万円
14.8％

普通建設事業費・災害復旧費
5億4,038万円
8.4％

投資的経費 8.4％

物件費・
維持補修費
10億353万円
15.6％

補助費等
10億1,659万円
15.8％

自主財源 17.8％

義務的経費 48.4％
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表彰された山口さん（左）と福田さん（右）

かかしを見る参加者

記念碑の除幕式の様子

レッスンを受ける受講者

退職団員への辞令交付

感謝状を受け取る佐藤さん

　３月23日（木）、玉名消防署で人命救助表彰がありまし
た。表彰されたのは、福

ふく

田
だ

摂
おさむ

さん（久井原）と山
やま

口
ぐち

恵
え

美
み

さ
ん（　門）の２人です。
　２人は、菊水西小学校で行われていたPTA行事で運動を
していた際に、一緒に参加していた男性が心肺停止状態に
なり、２人は救急車の要請依頼やAEDの手配を行い、協力
して胸骨圧迫を約５分間実施しました。心肺停止状態の男
性は、救急隊が到着する前に心肺機能が再開、救急隊到着
後間もなく返事ができるまで回復しました。
　菊水西小学校PTAでは、AEDの使い方などの救命講習会
を毎年実施しており、今回その講習が役立ち、命を救うこ
とができました。

　４月１日（土）、旧春富小学校で芸能養成学校「なごみ
エンターテインメントアカデミー」の開校式がありまし
た。町長や地元区長などが出席した開校式を終えたあと、
早速東京などから招いた演出家や振付師といった講師陣で
レッスンが始まりました。
　今年度はアクティブプロフェッショナルレッスンとして
土曜、日曜に合宿形式でのレッスン行い、来年度からは全
日制で高校コースも始まります。初年度一期生としては
中・高校生、社会人など幅広く10人の生徒が集い、各々の
夢に向かって和水町から一歩を踏み出しました。

　３月25日（土）～４月９日（日）、平々公民館前の田
んぼで上板楠かかし祭りが開催されました。これは、地域
づくり団体「みどりの里上板楠」が実施するイベントで今
年で８回目。着物姿の人や牛など約120体が展示されまし
た。
　また今年は、柳

やなぎ

原
はら

志
し

保
ほ

さん（馬場）が熊本地震から約１
年を迎えるに当たりもう一度防災について考えようと防災
のコーナーが設けられました。
　さらに、３月28日（火）には、熊本地震で被災した益城
町の28人を招待。会長の佐

さ

藤
とう

博
ひろ

明
あき

さん（住吉）が益城町で
のボランティア活動で知り合ったのをきっかけに招待しまし
た。かかしを見学後、近くの公民館で地元の女性らが手作
りしただご汁などを食べて交流しました。
　参加した吉

よし

村
むら

静
しず

代
よ

さんは「かかしが本物みたいでびっく
りした。地元の人と交流して久しぶりに息抜きができてよ
かった。」とうれしそうでした。

　４月２日（日）に和水町中央公民館で平成29年度和水町
消防団辞令交付式が行われました。
　式では、小

しょう

木
き

団長より新入団員への辞令交付と長年にわ
たり消防団員として活躍され、今回任期退職される消防団
員に退職辞令交付が行われ、福原町長から感謝状と記念品
の授与が行われました。
　また、新入団員に対して有明消防本部職員のもと初めて
の消防規律訓練が行われました。
　平成29年度は総員514人で新たな和水町消防団活動がス
タートします。消防団員の今後の活躍に期待します。
　平成29年度　新入団員29人　任期退職団員11人

　３月31日（金）、城北製糸記念碑の完成除幕式が、城北
製糸株式会社の長

なが

野
の

和
かず

男
お

社長をはじめ、地元区長や菊水史
談会長の参列のもと行われました。
　城北製糸株式会社は、大正７年の創業以来75年間にわ
たって熊本県製糸業の拠点であり続け、全国有数の養蚕地
帯となった県北地域の経済発展に大きく寄与しました。そ
の歴史と功績を讃えるものとして、このたび会社跡地の一
角に記念碑を建立しました。
　地域の近代化を担った城北製糸株式会社および製糸業の
歴史が、長く後世に受け継がれることをお祈りするととも
に、建立にあたりご協力いただいた城北製糸株式会社と関
係各位に、厚く御礼を申し上げます。

　４月10日（月）、役場本庁で人権擁護委員の佐
さ

藤
とう

博
ひろ

明
あき

さ
ん（住吉）に福原町長から法務大臣感謝状ならびに記念品
の贈呈を行いました。佐藤さんは、平成20年４月に人権擁
護委員の委嘱を受けた後、平成29年３月末まで３期９年に
渡り、人権擁護委員として啓発活動、相談業務ならびに玉
名人権擁護委員協議会の活動など委員として多大な功績を
残しました。
　また、長きに渡り活躍された坂

さか

口
ぐち

幸
ゆき

裕
ひろ

さん（馬場）は、
平成29年３月にご退任され、４月からは、新たに角

つの

田
だ

公
きみ

生
お

さん（江光寺）と松
まつ

尾
お

憲
けん

成
せい

さん（山十町）が委嘱を受け、
人権擁護委員活動などに従事されます。

人命救助の表彰がありました

かかし祭りに被災者を招待　～上板楠かかし祭り～

城北製糸記念碑の完成除幕式が行われました

なごみエンターテインメントアカデミーが開校

和水町消防団辞令交付式

人権擁護委員感謝状の贈呈がありました

まちの話題
TOWN TOPICS
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表彰された山口さん（左）と福田さん（右）

かかしを見る参加者

記念碑の除幕式の様子

レッスンを受ける受講者

退職団員への辞令交付

感謝状を受け取る佐藤さん

　３月23日（木）、玉名消防署で人命救助表彰がありまし
た。表彰されたのは、福

ふく

田
だ

摂
おさむ

さん（久井原）と山
やま

口
ぐち

恵
え

美
み

さ
ん（　門）の２人です。
　２人は、菊水西小学校で行われていたPTA行事で運動を
していた際に、一緒に参加していた男性が心肺停止状態に
なり、２人は救急車の要請依頼やAEDの手配を行い、協力
して胸骨圧迫を約５分間実施しました。心肺停止状態の男
性は、救急隊が到着する前に心肺機能が再開、救急隊到着
後間もなく返事ができるまで回復しました。
　菊水西小学校PTAでは、AEDの使い方などの救命講習会
を毎年実施しており、今回その講習が役立ち、命を救うこ
とができました。

　４月１日（土）、旧春富小学校で芸能養成学校「なごみ
エンターテインメントアカデミー」の開校式がありまし
た。町長や地元区長などが出席した開校式を終えたあと、
早速東京などから招いた演出家や振付師といった講師陣で
レッスンが始まりました。
　今年度はアクティブプロフェッショナルレッスンとして
土曜、日曜に合宿形式でのレッスン行い、来年度からは全
日制で高校コースも始まります。初年度一期生としては
中・高校生、社会人など幅広く10人の生徒が集い、各々の
夢に向かって和水町から一歩を踏み出しました。

　３月25日（土）～４月９日（日）、平々公民館前の田
んぼで上板楠かかし祭りが開催されました。これは、地域
づくり団体「みどりの里上板楠」が実施するイベントで今
年で８回目。着物姿の人や牛など約120体が展示されまし
た。
　また今年は、柳

やなぎ

原
はら

志
し

保
ほ

さん（馬場）が熊本地震から約１
年を迎えるに当たりもう一度防災について考えようと防災
のコーナーが設けられました。
　さらに、３月28日（火）には、熊本地震で被災した益城
町の28人を招待。会長の佐

さ

藤
とう

博
ひろ

明
あき

さん（住吉）が益城町で
のボランティア活動で知り合ったのをきっかけに招待しまし
た。かかしを見学後、近くの公民館で地元の女性らが手作
りしただご汁などを食べて交流しました。
　参加した吉

よし

村
むら

静
しず

代
よ

さんは「かかしが本物みたいでびっく
りした。地元の人と交流して久しぶりに息抜きができてよ
かった。」とうれしそうでした。

　４月２日（日）に和水町中央公民館で平成29年度和水町
消防団辞令交付式が行われました。
　式では、小

しょう

木
き

団長より新入団員への辞令交付と長年にわ
たり消防団員として活躍され、今回任期退職される消防団
員に退職辞令交付が行われ、福原町長から感謝状と記念品
の授与が行われました。
　また、新入団員に対して有明消防本部職員のもと初めて
の消防規律訓練が行われました。
　平成29年度は総員514人で新たな和水町消防団活動がス
タートします。消防団員の今後の活躍に期待します。
　平成29年度　新入団員29人　任期退職団員11人

　３月31日（金）、城北製糸記念碑の完成除幕式が、城北
製糸株式会社の長

なが

野
の

和
かず

男
お

社長をはじめ、地元区長や菊水史
談会長の参列のもと行われました。
　城北製糸株式会社は、大正７年の創業以来75年間にわ
たって熊本県製糸業の拠点であり続け、全国有数の養蚕地
帯となった県北地域の経済発展に大きく寄与しました。そ
の歴史と功績を讃えるものとして、このたび会社跡地の一
角に記念碑を建立しました。
　地域の近代化を担った城北製糸株式会社および製糸業の
歴史が、長く後世に受け継がれることをお祈りするととも
に、建立にあたりご協力いただいた城北製糸株式会社と関
係各位に、厚く御礼を申し上げます。

　４月10日（月）、役場本庁で人権擁護委員の佐
さ

藤
とう

博
ひろ

明
あき

さ
ん（住吉）に福原町長から法務大臣感謝状ならびに記念品
の贈呈を行いました。佐藤さんは、平成20年４月に人権擁
護委員の委嘱を受けた後、平成29年３月末まで３期９年に
渡り、人権擁護委員として啓発活動、相談業務ならびに玉
名人権擁護委員協議会の活動など委員として多大な功績を
残しました。
　また、長きに渡り活躍された坂

さか

口
ぐち

幸
ゆき

裕
ひろ

さん（馬場）は、
平成29年３月にご退任され、４月からは、新たに角

つの

田
だ

公
きみ

生
お

さん（江光寺）と松
まつ

尾
お

憲
けん

成
せい

さん（山十町）が委嘱を受け、
人権擁護委員活動などに従事されます。

人命救助の表彰がありました

かかし祭りに被災者を招待　～上板楠かかし祭り～

城北製糸記念碑の完成除幕式が行われました

なごみエンターテインメントアカデミーが開校

和水町消防団辞令交付式

人権擁護委員感謝状の贈呈がありました

まちの話題
TOWN TOPICS
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豊
後

　正
弘

　会計
室

　会
計
管
理
者

坂
本

　政
明

　建設
課

　課
長

松
尾

　裕
二

　議会
事
務
局

　局
長 

石
原

　民
也

　総合
支
所
長
兼
住
民
課
長

坂
本

　誠
司

　きく
す
い
荘

　施
設
長

有
働
美
千
代

　きく
す
い
荘

　主
任
介
護
士

坂
本
ひ
と
み

　きく
す
い
荘

　主
任
介
護
士

有
働

　桂
子

　きく
す
い
荘

　管
理
栄
養
士

西

　
　京
子

　町立
病
院

　検
査
科
長 

吉
田

　
　収

　学校
教
育
課

　課
長

木
庭
妃
斗
美

　神尾
保
育
園

　保
育
士

熊
谷

　政
俊

　学校
教
育
課

　主
事

福
井

　綾
子

　町立
病
院

　看
護
師
長

糸
永
喜
代
美

　町立
病
院

　看
護
師

退
職
職
員
一
覧

（
平
成
29
年
３
月
31
日
付
）

新
人
職
員
名
簿

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
（
平
成
29
年
４
月
１
日
付
）

建設課

靏　　有毅
住民課

松尾　雄太
商工観光課

古賀　悠太
保育士　神尾保育園

大倉なつみ
保育士　神尾保育園

近本　愛香

※係長級以上の役付職員を対象に掲載しています。

永
田

　
雅
裕

中
山

　
寛
久

樋
口

　
恭
子

伊
藤

　
光
弥

齊
木

　
隆
雄

仲
田

　
賢
士

横
手

　
俊
幸

野
田

　
敏
治

池
上

　
圭
造

鍋
島

　
忠
隆

中
嶋

　
啓
晴

有
働

　
和
明

大
山

　
和
説

中
原

　
寿
郎

星
子

　
美
紀

木
原

　
泰
代

北
原

　
　
望

樋
口

　
哲
男

樋
口

　
幸
広

冨
下

　
健
次

髙
木
洋
一
郎

池
本

　
文
雄

前
渕

　
康
彦

中
嶋

　
光
浩

石
原

　
康
司

髙
木

　
浩
昭

氏

　
名

学
校
教
育
課

学
校
教
育
課

住
民
課

住
民
課

住
民
課

農
林
振
興
課

税
務
住
民
課

総
務
課

町
立
病
院

商
工
観
光
課

建
設
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

総
務
課

健
康
福
祉
課

健
康
福
祉
課

議
会
事
務
局

学
校
教
育
課

特
養
き
く
す
い
荘

農
林
振
興
課

総
合
支
所
長
兼
住
民
課
長

会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長

商
工
観
光
課

建
設
課

税
務
住
民
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

配
属
先

新
学
校
統
合
推
進
室
統
合
推
進
係
長

学
校
教
育
係
長
兼
学
校
施
設
係
長

税
務
住
民
係
長

総
務
振
興
係
長

健
康
福
祉
係
長

農
業
振
興
係
長
兼
農
業
政
策
係
長

戸
籍
住
民
係
長 

行
政
係
長

事
務
部
長
補
佐
兼
経
営
企
画
係
長

課
長
補
佐
兼
商
工
係
長

課
長
補
佐
兼
住
宅
係
長 

課
長
補
佐
兼
企
画
調
整
係
長

課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長

兼
企
業
誘
致
係
長

課
長
補
佐
兼
財
政
係
長

兼
情
報
管
理
係
長

神
尾
保
育
園
所
長

審
議
員
兼
地
域
包
括
支
援
係
長

局
長

課
長
兼
学
校
給
食
係
長

施
設
長

課
長
兼
林
務
係
長

課
長
兼
観
光
係
長

課
長
兼
学
校
建
設
係
長

課
長
兼
収
税
係
長

課
長

職

　
　
名

総
務
課

学
校
教
育
課

住
民
課

住
民
課

税
務
住
民
課

農
林
振
興
課

住
民
課

町
立
病
院

住
民
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

学
校
教
育
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

総
務
課

健
康
福
祉
課

健
康
福
祉
課

農
林
振
興
課

税
務
住
民
課

健
康
福
祉
課

農
林
振
興
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

商
工
観
光
課

商
工
観
光
課

建
設
課

税
務
住
民
課

総
務
課 課
（
等
）

旧情
報
管
理
係
長

学
校
給
食
係
長

参
事

税
務
住
民
係
長

戸
籍
住
民
係
長

農
業
振
興
係
長

健
康
福
祉
係
長

経
営
企
画
係
長

課
長
補
佐
兼
総
務
振
興
係
長

企
業
誘
致
係
長

学
校
教
育
係
長
兼

学
校
施
設
係
長

企
画
調
整
係
長

課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長

行
政
係
長

神
尾
保
育
園
主
任
保
育
士

課
長
補
佐
兼

地
域
包
括
支
援
係
長

課
長
兼
農
業
政
策
係
長

課
長

神
尾
保
育
園
所
長

課
長
補
佐
兼
林
務
係
長

課
長

課
長
兼
観
光
係
長

課
長
補
佐
兼
商
工
係
長

課
長
補
佐
兼
住
宅
係
長

課
長
補
佐
兼
収
税
係
長

課
長
補
佐
兼
財
政
係
長

職

　
　
名
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中
央
団
地

米
渡
尾

前
原

藤
田

大
江
田

立
石

浦
谷

皆
行
原

馬
場

中
路

江
光
寺

寺
山

牧
野

中
原

鶯
原

北
原

白
石

髙
木

　
友
博

甲
斐

　
秀
昭

前
垣

　
芳
郎

荒
木

　
久
宜

西
川

　
佳
孝

池
田

　
　
裕

堀

　
　
佳
彰

坂
口
雄
二
郎

坂
口

　
幸
裕

前
川

　
廣
一

井
前

　
正
人

東

　
　
秀
幸

松
野

　
　
　

塩
山

　
俊
水

塚
本

　
栄
二

北
原

　
雄
一

永
松

　
和
廣

下
津
原
西

下
津
原
中

下
津
原
菰
田

下
津
原
東

大
屋

焼
米

榎
原

前
野

本
村

古
閑

志
口
永

岩
尻

久
米
野

蜻
浦

萩
原

用
木

日
平

德
永

　
隆
男

庄
山

　
慶
司

德
永

　
宣
久

阿
部

　
幹
夫

坂
本

　
俊
文

船
津

　
正
光

髙
木

　
紘
生

藤
山

　
耕
一

松
葉

　
　
寛

原
田

　
信
二

大
城
戸
正
剛

吉
開

　
敏
雄

川
原

　
京
一

水
上

　
　
明

池
松

　
宗
幸

田
中

　
　
太

池
田

　
和
光

上
津
田

下
大
田
黒

上
大
田
黒

野
田

西
口

住
吉

板
楠
西

板
楠
東

中
十
町

山
十
町

上
十
町

　

門
江
栗

上
久
井
原

下
久
井
原

長
小
田

内
田

竹
下

　
博
美

原
賀
伸
一
郎

松
尾

　
秀
樹

渡
辺

　
宝
生

井
島

　
孝
信

佐
藤

　
博
明

浦
部

　
一
郎

村
上

　
一
洋

前
田

　
秀
文

竹
下

　
耕
一

草
野

　
　
繁

中
村

　
精
也

戸
上

　
久
男

内
田

　
克
昭

深
草

　
一
義

荒
木

　
　
豊

坂
本

　
浩
一

開
拓

上
和
仁

中
和
仁

和
仁

上
吉
地

中
吉
地

下
吉
地

東
吉
地

中
林

下
岩

中
岩

上
岩

下
平
野

上
平
野

下
津
田

吉
永

　
　
學

柿
原

　
富
夫

吉
永

　
文
次

福
原

　
清
之

嘉
納

　
松
生

邉
原

　
德
幸

渡
邉

　
和
博

髙
木

　
　
始

武
下

　
　
守

藤
本

　
教
二

横
手

　
精
司

池
田

　
浩
二

古
閑
原
秀
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北
原

　
博
幸

眞
﨑

　
典
昭

区
長
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
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節 期　日 対戦相手 結　果 得点者

第５節 ３月26日 大分トリニータ ０－１　負け

第６節 ４月 1日 名古屋グランパス １－５　負け 齋
さい

藤
とう

　恵
けい

太
た

第７節 ４月 9日 愛媛ＦＣ ０－１　負け

第８節 ４月16日 松本山雅ＦＣ ２－０　勝ち グスタボ・上
うえ

里
さと

一
かず

将
まさ

期　日 キックオフ 対戦相手 会場

５月 ３日 午後３時 ＦＣ町田ゼルビア 町田市陸上競技場

５月 7日 午後４時 ザスパクサツ群馬 えがお健康スタジアム

５月13日 午後４時 湘南ベルマーレ えがお健康スタジアム

５月17日 午後７時 ＦＣ岐阜 岐阜メモリアルセンター長良川競技場

５月21日 午後５時 ジェフユナイテッド千葉 フクダ電子アリーナ

５月28日 午後１時 水戸ホーリーホック えがお健康スタジアム

６月 5日 午後７時 京都サンガＦ.Ｃ. えがお健康スタジアム

６月11日 午後７時 Ｖ・ファーレン長崎 トランスコスモススタジアム長崎

和水町は、ロアッソ熊本「火の国もりあげタイ！」に任命
されています。
その時々のロアッソ情報を広報なごみに掲載していきます
ので、みんなでロアッソを応援していきましょう。

　開幕から３戦負けなしと好調でしたが、３月から４月にかけて４連敗を喫し、調子を崩していま
した。ただ、第８節に開幕戦以来の勝利をあげ、復調の兆しが見られます。
　再び上昇気流に乗るためにも、ぜひスタジアムで応援しましょう！

「火の国もりあげタイ！」とは…
ロアッソ熊本の活動指針である「日本一地域の根ざしたクラブづくり」の具体的な取り組み。
ロアッソ熊本の選手達が行政や地域住民と交流しながら、地域の「まちづくり」や「まちおこ
し」の応援を行い、ともに熊本を盛り上げていくことを目的とする。

2017明治安田生命Ｊ２リーグ（第８節終了時で、17位）

今後のスケジュール（網掛けは、ホームゲーム開催）

ロアッソ熊本「赤馬だより」 Vol.2
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問い合わせ先　本庁　まちづくり推進課　企画調整係　☎0968・86・5721
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ふるさと納税のお礼の品を提案していただく企業や
事業所を募集しています

　ふるさと納税とは…
●皆さんの生まれ故郷や親しみを感じている地方公共団体に、寄附というかたちでその団体を応援したいとい
う思いを具体化するための制度です。
●寄附を行った場合、2,000円を超える金額について、控除できます。

　和水町では、平成26年度から１万円以上寄附をしていただいた人に対して、次の金額に応じて、お礼の品を
送付しております。

　現在、ふるさと納税のお礼の品について、５つの企業・事業所から、商品を提案していただいております。
　今回は、現在提案していただいているお礼の品の一部を紹介します。

1.合同会社土和竹香　　商品名：カブトエビといっしょに育てたお米ばい（玄米）
Nagomi　Princess　Hozuki詰め合わせ（ほおずき）

　どちらも津田地区の上田農園で育てており、農薬は、一切使用し
ていません。鉱物などから取れるミネラルを与えることでお米がよ
り元気に、そしておいしく育つように工夫しています。冷めてもお
いしいのが特徴です。
　ほおずきはナス科の植物。一流シェフやソムリエなどで作られる
世界中の食品・飲料品の「味」の審査をし、優れた製品を表彰・プ
ロモーションする国際味覚審査機構（iTQi）から2016年に３つ星を
獲得。現在はアイスなどにも使用しています。

2.花の香酒造株式会社　　商品名：純米酒豪華３本セット（神田・桜花・梅花）
　九州・熊本の花香る山里の酒蔵、花の香酒造。和水町で育った山田錦を使用してお
り、花のように香り高くフルーティーでキレがあるのが特徴です。

3.東茶舗　　商品名：なごみの深蒸茶セット
　普段使いに特別にブレンドした深蒸茶です。心なごませるおいしいお茶です。

4.まゆみ窯　　商品名：透明釉鎬湯呑み・マグカップ
　まゆみ窯で作られる湯呑み。生産者の真弓さんがすべて手作りで作っているため、
１つ１つに違った味わいがあります。

5.熊添竹八　　商品名：竹ペレットの健康枕「かぐや姫」
　和水町の竹をチップ状にして、枕の中身としました。自然の中で深い眠りにつきた
い人、翌日に疲れを残したくない人はぜひお試しください。

寄附額 特産品等の額

１万円以上５万円未満 2,000円相当の特産品

５万円以上10万円未満 3,000円相当の特産品

10万円以上50万円未満 5,000円相当の特産品

50万円以上 10,000円相当の特産品

とう めい   ゆ しのぎ

問い合わせ先　本庁　まちづくり推進課　企画調整係　☎0968・86・5721
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　後期高齢者医療制度にご加入中の被保険者を対象に、「話す・食べる・飲み込む」といった口腔機能の低下
や誤嚥性肺炎などの病気を予防することを目的として、歯（義歯）や歯肉の状態を検査する「後期高齢者歯科
健診」を実施します。
　しっかり噛んで食べることで、栄養の吸収がよくなるだけでなく、脳の活性化や体力の向上が期待できます。
　定期的に歯科医院を受診されている人も、この機会にぜひ歯科健診を受診しましょう。

受診日に和水町に住所を有する後期高齢者医療被保険者
＊施設などの入所者は除きます。
５月１日（月）～平成30年２月28日（水）
＊歯科医院の休診日を除く。
和水町内の歯科医院
問診、口腔内検査（歯・歯肉の状態、口腔内・義歯清掃状況等）
口腔機能評価（そしゃく能力、舌機能、えん下機能等）
①平成29年４月下旬にお送りした「歯科口腔健診受診券（黄色）」を確認し、希望する歯科医
院に電話などで予約してください。
②「歯科口腔健診受診券（黄色）」と「被保険者証（健康保険証）」を持って歯科医院で健診を
受診してください。
400円

後期高齢者の人へお知らせ

５月から後期高齢者歯科健診を実施します！！

　定住自立圏とは、中心地と近隣の市町村が協定を締結することで形成される圏域をいいます。
　和水町は、昨年８月に玉名市、玉東町、南関町と「玉名圏域定住自立圏」を形成しました。また、圏域の将
来像や協定に基づき関係市町村が連携して推進していく具体的取組を記載したものを「共生ビジョン」とい
い、中心地（玉名市）が関係市町村との協議などを経て策定しました。

玉名圏域定住自立圏共生ビジョンの期間　平成29年度～平成33年度までの５年間

「玉名圏域定住自立圏共生ビジョン」を策定しました

対象となる人

健診実施期間

健診実施機関
健 診 内 容

受 診 方 法

健 診 料 金

⑯県道「玉名八女線」、「玉名立花線」の道路整備
　促進事業
⑰山部田奥野線（牧野小田線）整備事業
⑱東部環境センターへの搬入道路の整備
　（市道北坂門田山ノ下線）
⑲路線バス維持のための運行補助事業
⑳路線バス利用促進事業
㉑交通実態調査事業
㉒定住相談会の合同開催事業
㉓空き家バンク制度推進事業
㉔着地型プログラムの形成
㉕スポーツ合宿などの共同誘致・開催
㉖物産館ネットワークの構築
㉗職員合同基礎研修事業
㉘職員合同専門職研修事業
㉙行政不服審査法に係る第三者機関の
　共同設置調査研究事業

①乳幼児健診従事者研修会
②予防接種説明会の合同開催
③保育所（園）広域入所の連携強化
④子育て支援センターおよび子育てサークルの連携と
　ネットワーク構築
⑤学童保育支援員の連携とネットワーク構築
⑥ファミリーサポートセンターの連携および人材育成
⑦認知症対策連携事業
⑧在宅医療介護連携推進体制整備事業
⑨玉名圏域図書館等相互利用事業
⑩新規就農希望者に係る研修受入可能な農業者
　名簿作成
⑪有害鳥獣捕獲推進事業
⑫有害鳥獣捕獲活用事業
⑬圏域地場企業への就労支援事業
⑭消費生活相談窓口
⑮有明沿岸道路の早期整備促進事業

定住自立圏形成協定に基づく具体的取組

ご えん せい

問い合わせ先　本庁　税務住民課　国保年金係　☎0968・86・5723

問い合わせ先　本庁　まちづくり推進課　企画調整係　☎0968・86・5721
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障がい者の軽自動車税が減免されます
　和水町では、身体などに障がいのある人が積極的に社会活動に参加できるよう、軽自動車税について税制面
での配慮をしています。次の要件に当てはまり、期限までに軽自動車の減免申請をされた人の軽自動車税を全
額免除します。（原付バイクも対象となります）
※減免可能な台数は、普通車も含め障がいがある人１人につき１台です。

減免が受けられる軽自動車税の範囲
　次のいずれかに該当する軽自動車税
（１）障がい者が所有（登録）し、本人が運転する軽自動車
（２）障がい者が所有（登録）し、障がい者等と生計を同一にする人が運転する軽自動車（家族運転）

※ただし、障がい者などの通学・通院・通所・生業の用に使用される軽自動車に限る。
（３）障がい者が所有（登録）し、障がい者のみで構成される世帯の障がい者のために、通学・通院・通所・

生業の用で使用する軽自動車
（４）身体障がい者が18歳未満の場合、知的障がい者または精神障がい者の場合、生計を同一にする人が所有

（登録）する軽自動車
（５）障がい者のために特別の仕様がされた軽自動車

対象となる障がいの程度

手続の際に必要となるもの
●車検証
●身体障害者手帳又は精神障害者保健福祉手帳、療育手帳、戦傷病者手帳
　（注意：等級によっては該当しない場合があります）
●運転される方の免許証
●印鑑
●納税通知書
※（２）（３）の場合、上記以外に使用目的の証明書

減免申請の受付期間
　平成29年度の軽自動車税納付書を５月上旬に発送いたします。送付書がお手元に届いてから、５月24日（水）
（土日祝を除く）まで、本庁税務住民課または総合支所住民課で受付けます。

障がいの区分 本人が運転する場合 家族運転の場合

視覚障害 １級～３級および４級の１ 同左
聴覚障害 ２級および３級 同左
平衡機能・音声機能障害 ３級 ３級（音声機能障害は非該当）
上肢不自由 １級、２級の１～２ 同左
下肢不自由 １級～６級 １級～３級
体幹不自由 １級から３級および５級 １級～３級
心臓・じん蔵・呼吸器・ぼうこう
又は直腸・小腸機能障害 １級および３級 同左

乳幼児期以前の非進行性脳
病変による運動機能障害

上肢機能 １級および２級 同左
移動機能 １級～６級 １級～３級

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障
害・肝臓機能障害 １級～３級 同左

療育手帳 障害の程度が「A」と記載された者

精神障害者保健福祉手帳 「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行令第６条第３項」に規定
する障害等級が１級である者

問い合わせ先　本庁　税務住民課　町民税係　　☎0968・86・5723
　　　　　　　総合支所　住民課　税務住民係　☎0968・34・3111（内線753）
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月 税　　　目 期　別 納期限日

５月 固定資産税
軽自動車税

１期
全期 平成29年５月31日（水）

６月 町県民税 １期 ６月30日（金）

７月 国民健康保険税
後期高齢者医療保険料

１期
１期 ７月31日（月）

８月

町県民税
固定資産税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料

２期
２期
２期
２期

８月31日（木）

９月 国民健康保険税
後期高齢者医療保険料

３期
３期 10月 2日（月）

10月
町県民税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料

３期
４期
４期

10月31日（火）

11月 国民健康保険税
後期高齢者医療保険料

５期
５期 11月30日（木）

12月 固定資産税
後期高齢者医療保険料

３期
６期 12月25日（月）

平成30年１月
町県民税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料

４期
６期
７期

平成30年１月31日（水）

２月
固定資産税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料

４期
７期
８期

２月28日（水）

３月 国民健康保険税 ８期 ４月 2日（月）

平成29年度  町税・後期高齢者医療保険料納付期限（口座振替）日

玉名管内４町の税務職員による併任徴収を行います

●原則、月末の口座振替となりますが、土日・祝祭日の場合は、金融機関の翌営業日が振替日となります。
（12月については、今年度は25日が振替日です。）
●納付書での納付場所（下記金融機関の本店および支店など）
①肥後銀行　②熊本銀行　③玉名農協　④ゆうちょ銀行（九州管内の郵便局。ただし沖縄県は除く）
⑤和水町役場会計室および三加和総合支所住民課
●町税・各種料金の納付は、確実・便利な口座振替をおすすめします。
お申込みは、上記金融機関の窓口、本庁税務住民課および総合支所住民課へお尋ねください。

　玉名管内４町（和水町、南関町、玉東町、長洲町）
では、町税の滞納徴収の強化を図る目的で、それぞれ
の町と税務職員（併任）派遣の協定を締結していま
す。
　玉名管内４町の税務職員が協力して、税金の滞納者
に対する家宅捜索を今年も実施します。税金滞納の家
宅捜索は、裁判所の令状は必要としません。予告なし
に訪問して実施することになります。

町税は納期限内に必ず納めましょう!!

問い合わせ先　本庁　税務住民課　収税係　　　☎0968・86・5723
　　　　　　　総合支所　住民課　税務住民係　☎0968・34・3111（内線754）

問い合わせ先　本庁　税務住民課　収税係　☎0968・86・5723
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●持ってくるもの
　・申請書・通帳・印鑑
　・対象者全員分の身分証明書
　　（免許証・保険証）など

支給対象となる人には、申請書を郵送しております

住民健診（特定健診・がん検診）が始まります

臨時福祉給付金の特別窓口での受付を行います

　５月から住民健診が始まります。
　２月に実施しました住民健診希望調査にて、特定健診（後期高齢者健診）、がん検診を申込みされた方に
は、健診受診券を配布しますので、忘れずに受診しましょう。
　なお、健診によっては追加申込も可能ですので、４月以降に転入された人や申し込みをされていない人は、
下記までお問い合わせください。

●セット健診・選択健診について
　セット健診の受診券は、健診機関より直接ご自宅へ郵送します。（４月末発送）
　選択・町立病院健診の受診券は、健康推進員を通して配布します。（５月12日（金）までに配付予定）
　※お手元に届いていない場合は、下記までご連絡ください。
　※日程および会場は、受診券に同封している「健診のご案内」でご確認ください。
　　指定された日時にご都合がつかない場合は、変更も可能です。
●お子様のお預かりについて
　セット健診、選択健診では、下記の日程でお子様のお預かりをしていますので、子育て中の人も、お気軽に
健診を受診してください。
【セット健診】　中央公民館：5月17日（水）　　三加和公民館：5月19日（金）
【選 択 健 診】　中央公民館：5月23日（火）、31日（水）　　三加和公民館：5月24日（水）
●乳がん・子宮頸がん検診について
　乳がん、子宮頸がん検診の実施対象が平成29年度から変更となり、年度末年齢が偶数年齢の女性となりまし
た。今年度受診を逃しますと、次回受診は2年後となりますので、対象の人は必ず受診してください。

●特別窓口を開設します。
　地区の公民館などで申請を受け付けます。
　役場では７月31日（月）まで受付けています。

※お住まいの校区に関係なく、ご都合の良い場所にお越しください。

月　日 場　　　所 時　間
５月15日（月） 　門公民館（西校区）

午前9時～正午
５月16日（火） 用木公民館（南校区）
５月17日（水） 本村公民館（東校区）
５月18日（木） 旧神尾小学校体育館（神尾校区）
５月19日（金） 春富集会センター（春富校区）

問い合わせ先　本庁　健康福祉課　保健予防係　☎0968・86・5724

問い合わせ先　本庁　健康福祉課　福祉係　☎0968・86・5724

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

税
務
住
民
課

健
康
福
祉
課

農
林
振
興
課

健診期間 実施場所
セット健診 5月17日（水）～5月22日（月） 中央公民館・三加和公民館
選択健診 5月23日（火）～5月31日（水） 中央公民館・三加和公民館

町立病院
健診

集団 【特定健診】6月5日（月）～8日（木）
【後期高齢者健診】6月12日（月）～14日（水） 和水町健康管理センター

個別 6月～9月　※予約制

医療機関
健診

特定健診
後期高齢者健診 6月～9月　※予約制 委託医療機関

※受診券と一緒に配布する
　医療機関一覧でご確認く
　ださい。

乳がん検診
子宮頸がん検診 6月～12月（予定）　※予約制
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竹林の整備に係る補助事業の要望調査を行います
●事業名
　たけのこ・竹材生産支援事業
●事業内容
　放置された竹林の間伐を行うことで、竹林の整備、園地化をし、たけのこおよび竹材の安定した生産を図る
ための事業です。
●補助対象経費
　竹林整備に関する補助対象経費は、立竹の伐採、整理（片付け）、施肥および簡易作業道の開設などの取り
組みに必要な経費です。
●申請するための条件
・３年間以上継続してたけのこ、または竹材の生産を行うことが確実であること
・受益戸数３戸以上であること
・10ａ以上の竹林であること
・既に園地化され、通常の親竹管理としての伐竹ではないこと
●事業費の算出及び補助率
　現地調査を行い、事業費算出表により、事業費を算出します。
　補助率については、算出した事業費の50％以内です。
　また、簡易作業道の開設については、定額400円／ｍです。ただし、ha当たり200ｍを上限とします。
●要望受付
　当事業を活用し、竹林整備をお考えの方は、上記条件などをお読みいただき、５月19日（金）までに、ご相
談ください。

第15回里山美術展開催
「アートの原点はふるさとにあり」をテーマに開催され、生活の中からあふれ出た作品で彩られます。
　今回は福岡県在住の永 武さん（絵画・インスタレーション）や菊水ひまわり園の子ども達の作品も展示され
ます。
　物産の販売や里山レストラン、出展作家の作品が当たるスタンプラリーなどイベントが盛りだくさんです。
　皆さん、ぜひお越しください。

と　き　５月２日（火）～６日（土）
　　　　午前10時～午後５時（最終日は午後４時まで）
ところ　江田船山古墳公園内　肥後民家村一帯

えい  たけし

問い合わせ先　総合支所　農林振興課　林務係　☎0968・34・3111

問い合わせ先　里山楽縁企画　池田　090・5472・5320

ま
ち
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く
り
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課
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課

健
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福
祉
課

農
林
振
興
課
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水
地
区
で
、
最
大
規
模
の
城
域
面

積
を
有
す
る
江
栗
城
跡
の
調
査
が
、

終
り
に
近
づ
き
ま
し
た
。
広
報
の

連
載
も
、
43
回
を
数
え
、
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
現
在
、
城
跡
の
尻
尾
に
あ
た
る

南
西
端
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
登
城
道
の
入

口
で
す
。

東
小
谷
の
最
終
調
査

　

城じ
ょ
う
の
お尾
地
区
の
北
西
端
を
仕
切
る
堀ほ
り

切き
り

は
、

地
形
の
大
き
な
括く
び

れ
部
を
生
か
し
た
防ぼ
う

禦ぎ
ょ

施

設
で
す
。
こ
こ
か
ら
、
北
東
側
と
南
西
側
に

谷
部
が
下
っ
て
い
ま
す
。
問
題
は
、
北
東
側

の
谷
部
で
す
。
最
下
部
近
く
か
ら
、
降
雨
時

は
、
水
の
流
れ
る
Ｖ
字
形
の
小
谷
（
亀
裂
地

形
）
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
東
小
谷

と
称
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
谷
頭
部
分
で
、

登
城
道
が
消
え
た
状
態
に
な
る
の
で
す
。
登

城
道
が
崩
壊
し
た
の
で
は
と
、
考
え
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
。
『
江
栗
城
跡
39
』
の
掲
載

図
面
で
は
、
破
線
で
描
い
て
い
る
部
分
で
す
。

　

そ
こ
で
、
シ
ル
バ
ー
の
方
が
、
一
面
に
繁

茂
し
た
下
草
を
刈
ら
れ
、
折
り
重
な
る
倒
木

を
整
理
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
集
落
か

ら
の
登
城
道
は
一
旦
、
谷
頭
に
下
っ
て
、
そ

こ
か
ら
凝
ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

の
岩
坂
を
上
が
っ
て
、
現
存

の
道
へ
繋
が
っ
て
い
る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
小
谷
を
そ
の
ま
ま
下
る
ル
ー
ト

も
考
え
ま
し
た
が
、
現
況
か
ら
、
そ
れ
は
無

い
様
で
す
。
道
の
痕
跡
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

湧
水
地

　

『
江
栗
城
跡
42
』
で
報
告
し
ま
し
た
が
、

第
二
衛
生
セ
ン
タ
ー
・
南
側
進
入
路
の
東
肩

部
に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
掲
載
図
面
を

見
ま
す
と
、
東
小
谷
を
下
る
水
路
と
は
、
道

路
を
挟
ん
で
真
正
面
に
あ
り
ま
す
。

　

有
事
の
際
は
、
こ
の
東
小
谷
を
駆
け
下
れ

ば
、
水
を
得
る
事
が
出
来
た
訳
で
す
。
湧
水

は
、
凝
灰
岩
の
岩
肌
か
ら
浸
み
出
し
て
お
り
、

現
在
も
、
水
溜
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
城
内
に

は
、
貯
水
池
の
大
穴
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

を
補
う
水
源
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

貯
水
池
が
、
雨
水
を
溜
め
る
性
格
の
も
の
で

す
か
ら
、
湧
水
地
の
役
割
は
、
大
き
か
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

平
地

　

東
小
谷
か
ら
見
て
、
真
上
に

あ
り
ま
す
。
長
方
形
状
の
平
地

で
、
迫さ
こ

地ち

を
造
成
し
た
も
の
で

す
。
東
西
36
・
５
ｍ
×
南
北

26
・
５
〜
22
ｍ
で
、
熊
笹
の
群

生
地
で
し
た
。
こ
こ
も
シ
ル

バ
ー
の
方
に
、
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
地
は
、
城
の
裏
側
で
、

登
城
道
の
出
口
に
あ
た
り
ま
す
。

守
備
兵
の
武
者
溜
り
と
推
定
さ

れ
ま
す
。

江
栗
城
跡
の
縄
張
り
の
特
異
性

　

城
尾
地
区
の
上
面
域
は
、
広

い
面
積
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
造
成
の
仕

方
は
、
か
な
り
大
ま
か
で
す
。
各
段
差
面
の

削
り
出
し
も
際
立
つ
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。　

そ
れ
に
比
べ
て
、
斜
面
部
は
、
実
に
多
く
の

確
た
る
造
成
地
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
削
り

出
し
も
顕け
ん

著ち
ょ

で
す
。
縁
下
は
、
絶
壁
で
、
造

成
に
危
険
も
伴
い
ま
す
。
調
査
を
し
な
が
ら
、

こ
の
事
は
、
非
常
に
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
城
尾
地
区
と
堀
切
を
挟
ん
で

存
在
す
る
Ⅰ
郭
の
存
在
も
気
に
な
り
ま
す
。　
　

詰つ

め
の
城
で
あ
る
事
に
間
違
い
な
い
と
思
い

ま
す
。

付
記
…
早
い
も
の
で
、
震
災
か
ら
一
年
に
な

り
ま
す
。
「
揺
ら
れ
て
も　

負
け
じ
と
芽
吹

く　

老
桜
」

菊

江栗城跡　縄張り図

東小谷周辺図

　
　
　え

　
　
　
　
　
　 ぐ 

り

　
　
　
　
　  

じ
ょ
う

　
　
　
　
　あ 

と

大 

田 

幸 

博

（
元・菊
水
町
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
）

歴
史
調
査
の
楽
し
み
方

43
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新改革プラン
◯経営の効率化
◯再編・ネットワーク化
◯経営形態の見直し
◯地域医療構想を踏まえた
　役割の明確化（追加）

新任医師のご紹介
　町立病院に４月から新しく常勤の医師に来ていただく事になりました。
代謝内科の古賀直子医師です。

　今年４月に天草から和水町立病院に異動して参りました。
　糖尿病など内科が専門です。
　豊かな自然に囲まれた和水町で働けることになり、心から嬉しく思います。
　まだまだ慣れないことばかりでご迷惑をお
かけすることも多々あると思いますが、少し
でも町のみなさま方のお役に立てるよう精一
杯頑張りたいと思います。
　よろしくお願い致します。

町立病院　医師

古賀　直子
こ　が　　 なお こ

策定の趣旨
　国は、公立病院の厳しい経営状況を改善するために平成19年12
月に「公立病院改革ガイドライン」を示しました。
　これにより、全国の公立病院は、「経営の効率化」、「再編・
ネットワーク化」、「経営形態の見直し」という三つの視点を軸
とした改革プランを策定し、当院でも平成21年３月に「和水町立
病院改革プラン（前改革プラン）」を策定し、経営の改善に努め
てきました。
　しかし、依然として経営状況の厳しい病院も多く、当院も例外
ではありません。
　また、人口減少や少子高齢化が急速に進展する中で、医療需要が大きく変化することが見込まれて
います。
 このようなことから、法律に基づき、都道府県が策定する「地域医療構想」を踏まえ、地域ごとに
効率的かつ質の高い医療提供体制を構築することとされています。
　こうした状況を踏まえ、国は平成27年３月に「新公立病院ガイドライン」を示し、公立病院は前改
革プランに「地域医療構想を踏まえた役割の明確化」を加えた４つの視点を軸とした新改革プランを
平成28年度までに策定することとされました。
　当院では、平成29年３月に「国民健康保険和水町立病院　新改革プラン」を策定しました。

経営の効率化
　次の数値目標を設定して、経営改善に取り組みます。

再編・ネットワーク化
　再編・ネットワーク化については、地域に与える影響が大きいことから、今後、県、関係市町およ
び医療機関と十分な協議を重ねていく必要があります。

経営形態の見直し
　平成25年４月から地方公営企業法の一部適用から地方公営企業法の全部適用に経営形態を見直し、
事業管理者を設置しました。
　当面は、地方公営企業法の全部適用とし、事業管理者を中心に全部適用のメリットを活かして、経
営の健全化に取り組んでいきます。

地域医療構想を踏まえた役割の明確化
　当院の基本理念に沿って、次の項目の役割を担う運営を行っていきます。

①安心して受診できる住民のための「地域病院（地域の一次医療）」としての役割
②回復期及び慢性期患者への医療の提供
③在宅医療を促進するために、行政、介護福祉施設等と連携・協力した医療、介護、福祉の地域包

括ケアシステムにおける地域包括ケア病床を有する中心的な病院としての役割
④二次救急医療に係る病院群輪番制病院としての役割
⑤住民健診等の健診機関としての役割
⑥糖尿病委員会等、住民の健康づくりへの啓発事業を行い、住民へ「医療と健康」への意識を啓発
する役割
⑦災害発生時における医療救護活動及び町の出動要請による医療救護班の派遣
⑧医療従事者を育成及び確保する研修の場としての役割

　今後、新改革プランの実施状況は「和水町立病院及び和水町特別養護老人ホーム運営審議会」で点
検・評価を行っていきます。
　また、広報なごみ、町立病院ホームページで公表していきます。

【用語の説明】
「経常収支比率」……経常的な経営活動に伴う収益から費用を差し引いたもの。この数値が100％を超える場合は経常黒字、100％未満であれば、

経常赤字を示します。（経常収益/経常費用）×100
「職員給与比率」……病院の職員数などが適切か否かを判断する指標。職員給与費をいかに適切なものとするかが病院経営のポイントとなります。

（職員給与費/医業収益）×100
「病床利用率」………病院の施設が有効に活用されているかどうか判断する指標。病床利用率が恒常的に低い場合は、病床規模が適切か否かを検討す

る必要があります。（年延入院患者数/年延病床数）×100

国民健康保険和水町立病院

新改革プラン（平成29年度～平成32年度）の概要

H29 H30 H31 H32 達成目標

経常収支比率（％） 97.3 99.8 101.4 103.3 100％以上

医業収支比率（％） 87.6 90.6 92.3 94.2 90％以上

職員給与比率（％） 72.1 70.7 69.6 68.4 69％以下

入院患者数（人） 23,800 24,000 24,000 24,000 24,000人以上

入院患者１人当たりの収入単価（円） 20,638 20,844 21,000 21,000 21,000円以上

外来患者数（人） 24,801 25,500 26,000 26,500 26,500人以上

外来患者１人当たりの収入単価（円） 6,651 6,660 6,670 6,700 6,700円以上

病床利用率（％） 71.7 83.2 83.2 83.2 83％以上

常勤医師数（人） 5 5 5 5 4人以上

町立病院からのお知らせ町立病院からのお知らせ
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新改革プラン
◯経営の効率化
◯再編・ネットワーク化
◯経営形態の見直し
◯地域医療構想を踏まえた
　役割の明確化（追加）

新任医師のご紹介
　町立病院に４月から新しく常勤の医師に来ていただく事になりました。
代謝内科の古賀直子医師です。

　今年４月に天草から和水町立病院に異動して参りました。
　糖尿病など内科が専門です。
　豊かな自然に囲まれた和水町で働けることになり、心から嬉しく思います。
　まだまだ慣れないことばかりでご迷惑をお
かけすることも多々あると思いますが、少し
でも町のみなさま方のお役に立てるよう精一
杯頑張りたいと思います。
　よろしくお願い致します。

町立病院　医師

古賀　直子
こ　が　　 なお こ

策定の趣旨
　国は、公立病院の厳しい経営状況を改善するために平成19年12
月に「公立病院改革ガイドライン」を示しました。
　これにより、全国の公立病院は、「経営の効率化」、「再編・
ネットワーク化」、「経営形態の見直し」という三つの視点を軸
とした改革プランを策定し、当院でも平成21年３月に「和水町立
病院改革プラン（前改革プラン）」を策定し、経営の改善に努め
てきました。
　しかし、依然として経営状況の厳しい病院も多く、当院も例外
ではありません。
　また、人口減少や少子高齢化が急速に進展する中で、医療需要が大きく変化することが見込まれて
います。
 このようなことから、法律に基づき、都道府県が策定する「地域医療構想」を踏まえ、地域ごとに
効率的かつ質の高い医療提供体制を構築することとされています。
　こうした状況を踏まえ、国は平成27年３月に「新公立病院ガイドライン」を示し、公立病院は前改
革プランに「地域医療構想を踏まえた役割の明確化」を加えた４つの視点を軸とした新改革プランを
平成28年度までに策定することとされました。
　当院では、平成29年３月に「国民健康保険和水町立病院　新改革プラン」を策定しました。

経営の効率化
　次の数値目標を設定して、経営改善に取り組みます。

再編・ネットワーク化
　再編・ネットワーク化については、地域に与える影響が大きいことから、今後、県、関係市町およ
び医療機関と十分な協議を重ねていく必要があります。

経営形態の見直し
　平成25年４月から地方公営企業法の一部適用から地方公営企業法の全部適用に経営形態を見直し、
事業管理者を設置しました。
　当面は、地方公営企業法の全部適用とし、事業管理者を中心に全部適用のメリットを活かして、経
営の健全化に取り組んでいきます。

地域医療構想を踏まえた役割の明確化
　当院の基本理念に沿って、次の項目の役割を担う運営を行っていきます。

①安心して受診できる住民のための「地域病院（地域の一次医療）」としての役割
②回復期及び慢性期患者への医療の提供
③在宅医療を促進するために、行政、介護福祉施設等と連携・協力した医療、介護、福祉の地域包

括ケアシステムにおける地域包括ケア病床を有する中心的な病院としての役割
④二次救急医療に係る病院群輪番制病院としての役割
⑤住民健診等の健診機関としての役割
⑥糖尿病委員会等、住民の健康づくりへの啓発事業を行い、住民へ「医療と健康」への意識を啓発
する役割
⑦災害発生時における医療救護活動及び町の出動要請による医療救護班の派遣
⑧医療従事者を育成及び確保する研修の場としての役割

　今後、新改革プランの実施状況は「和水町立病院及び和水町特別養護老人ホーム運営審議会」で点
検・評価を行っていきます。
　また、広報なごみ、町立病院ホームページで公表していきます。

【用語の説明】
「経常収支比率」……経常的な経営活動に伴う収益から費用を差し引いたもの。この数値が100％を超える場合は経常黒字、100％未満であれば、

経常赤字を示します。（経常収益/経常費用）×100
「職員給与比率」……病院の職員数などが適切か否かを判断する指標。職員給与費をいかに適切なものとするかが病院経営のポイントとなります。

（職員給与費/医業収益）×100
「病床利用率」………病院の施設が有効に活用されているかどうか判断する指標。病床利用率が恒常的に低い場合は、病床規模が適切か否かを検討す

る必要があります。（年延入院患者数/年延病床数）×100

国民健康保険和水町立病院

新改革プラン（平成29年度～平成32年度）の概要

H29 H30 H31 H32 達成目標

経常収支比率（％） 97.3 99.8 101.4 103.3 100％以上

医業収支比率（％） 87.6 90.6 92.3 94.2 90％以上

職員給与比率（％） 72.1 70.7 69.6 68.4 69％以下

入院患者数（人） 23,800 24,000 24,000 24,000 24,000人以上

入院患者１人当たりの収入単価（円） 20,638 20,844 21,000 21,000 21,000円以上

外来患者数（人） 24,801 25,500 26,000 26,500 26,500人以上

外来患者１人当たりの収入単価（円） 6,651 6,660 6,670 6,700 6,700円以上

病床利用率（％） 71.7 83.2 83.2 83.2 83％以上

常勤医師数（人） 5 5 5 5 4人以上

町立病院からのお知らせ町立病院からのお知らせ
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認
知
症
の
人
を
介
護
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
で
、

心
が
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
か
な
？
と
思
っ
た
あ
な

た
。
こ
の
つ
ど
い
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
つ
ど
い
は
、
参
加
し
た
人
た
ち
が
日
ご

ろ
の
介
護
に
つ
い
て
の
疑
問
な
ど
、
何
で
も
お

話
し
い
た
だ
け
る
場
で
す
。
同
じ
介
護
を
経
験

し
て
い
る
人
た
ち
と
お
話
す
る
こ
と
で
、
介
護

の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
対
象 

町
内
で
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い

る
ご
家
族
お
よ
び
経
験
者

と
き
　
５
月
31
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
和
水
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
　
健
康
福
祉
課
　
地
域
包
括
支
援
係

☎
０
９
６
８
・
８
６
・
５
７
２
４

春
は
、
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣
立
ち
し
た

ヒ
ナ
が
地
面
に
落
ち
て
い
る
の
を
見
か
け
た
場

合
は
、
近
く
に
姿
が
見
え
な
く
て
も
親
鳥
が
世

話
を
し
て
い
ま
す
の
で
拾
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

熊
本
県
で
は
、
５
月
10
日
か
ら
の
１
カ
月
間

を
指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、
違
法
捕
獲
な

ど
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
野
生
鳥
獣

ま
た
は
鳥
類
の
卵
は
、
鳥
獣
の
保
護
お
よ
び
管

理
な
ら
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に

よ
り
、
狩
猟
に
よ
る
捕
獲
、
許
可
受
け
た
も
の

以
外
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
捕
獲
、
殺
傷
ま
た

は
採
取
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
合
支
所
　
農
林
振
興
課
　
林
務
係

☎
０
９
６
８
・
３
４
・
３
１
１
１

（
内
線
７
２
５
）

熊
本
県
自
然
保
護
課
　
野
生
鳥
獣
班

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
２
７
５

平
成
28
年
度
に
実
施
さ
れ
た
グ
リ
ー
ン
化
特

例
（
軽
課
）
に
つ
い
て
、
特
別
措
置
が
１
年
間

延
長
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
28
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
新

規
登
録
（
初
度
検
査
年
月
）
し
た
四
輪
以
上
お

よ
び
三
輪
の
軽
自
動
車
で
、
基
準
を
満
た
し
た

車
両
に
は
平
成
29
年
度
の
み
税
率
を
軽
減
す
る

グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
グ
リ
ー
ン
化
特
例
と
は
、
燃
費
性
能
な
ど
に

優
れ
た
軽
自
動
車
（
新
車
に
限
る
）
を
取
得
し

た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
の
税
率
を
軽

減
す
る
特
例
措
置

※
平
成
28
年
度
の
軽
自
動
車
税
で
、
グ
リ
ー
ン

化
特
例
（
軽
課
）
を
適
用
し
た
車
両
は
、
平
成

29
年
度
の
税
額
は
標
準
課
税
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
初
度
検

査
年
月
に
よ
り
、
異
な
る
税
率
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
29
年
度
は
、
初
度
検
査
年
月
が

「
平
成
16
年
３
月
」
以
前
の
車
両
が
重
課
税
率

の
対
象
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
　
税
務
住
民
課
　
町
民
税
係
　
　

　
☎
０
９
６
８
・
８
６
・
５
７
２
３

総
合
支
所
　
住
民
課
　
税
務
住
民
係
　

☎
０
９
６
８
・
３
４
・
３
１
１
１

（
内
線
７
５
３
）

生
涯
を
通
し
て
、
い
つ
ま
で
も
丈
夫
な
歯
で

い
ら
れ
る
よ
う
に
こ
の
「
よ
い
歯
の
広
場
」
で
、

自
分
の
歯
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
家

族
み
ん
な
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
　
６
月
３
日
（
土
）
　
午
前
10
時〜

午
後
４
時

と
こ
ろ
　
玉
名
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
玉
名
市
岩

崎
１
３
３
）

内
容
　
無
料
歯
科
検
診
・
相
談
、
無
料
フ
ッ
化

物
歯
面
塗
付
、
歯
の
磨
き
方
指
導
、
歯
周
病

チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
・
栄
養
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

玉
名
郡
市
歯
科
医
師
会
　
ふ
く
ち
歯
科
医
院

☎
０
９
６
８
・
５
３
・
８
０
０
５

裁
判
所
で
は
、
５
月
１
日
〜
７
日
ま
で
を
憲

法
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
憲
法
週
間
行
事
と

し
て
無
料
の
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
裁

判
所
や
弁
護
士
な
ど
が
法
律
問
題
、
家
庭
問
題
、

人
権
問
題
な
ど
に
お
答
え
し
ま
す
。
予
約
は
不

要
で
す
。

・
玉
名
地
区

５
月
10
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
玉
名
支
部
（
玉
名

市
繁
根
木
54
‐
８
）

・
山
鹿
地
区

５
月
15
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部
（
山
鹿

市
山
鹿
２
８
０
）

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
玉
名
支
部

☎
０
９
６
８
・
７
２
・
３
０
３
７

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部

☎
０
９
６
８
・
４
４
・
５
１
４
１

税
理
士
が
、
電
話
で
税
金
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
左
記
の
電
話

番
号
に
お
電
話
い
た
だ
く
と
受
付
担
当
者
が
電

話
を
し
た
人
の
お
住
ま
い
の
地
域
お
よ
び
電
話

番
号
を
お
尋
ね
し
、
お
近
く
の
税
理
士
か
ら
直

接
折
り
返
し
の
電
話
を
し
ま
す
。

相
談
時
間
　
平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
土
日
祝
日
、
夏
期
、
年
末
年
始
な
ど
は
休
室
）

問
い
合
わ
せ
先

南
九
州
税
理
士
会

☎
０
１
２
０
・
３
７
３
・
６
７
８

（平成29年５月）

困った時の相談窓口

問い合わせ先　三加和公民館内　なごみだっでんクラブ事務局　☎0968・34・3047

※天候や指導者の都合等によりスケジュールが変更になる場合があります。変更が生じた場合は、各種目の指導者から連絡があります。

種目 ヨガ ペタンク 手話 ソフト 
テニス 剣道 サッカー（中学生） ジュニアサッカー ジュニア 

ソフト ミニバスケ

曜日 火曜 金曜 木曜 土曜 第２・４ 
金曜 水・土曜 木曜 水曜 金曜 土曜 水曜 土曜 日曜 水曜 木曜

時間 20：00 10：00 19：00 19：00 20：00 20：00 19：00 19：00 19：00 18：00 18：00 9：00 9：00 19：00 19：00

場所 中公 スカイ 三加和G 総合G スカイ 
談話室

テニス 
コート 町体育館 三加和G 三加和G 三加和G 三加和G 春富G 三加和Ｇ 和水町 

体育館
和水町 
体育館

相　談
窓口名 相談日・相談時 場　所 対応者 内　　容

行政相談 ５月15日（月）
午前10時～正午

役場本庁
１階町民
相談室

行政
相談委員 国などの業務に対する要望など

消費生活
相談

毎週木曜日
午前９時～午後３時（要予約）
☎0968・86・5720
※電話相談は平日いつでも
　受け付けております。

役場本庁
２階
総務課

消費
生活

相談員

消費に関するトラブル、悪徳商法
などによる苦情などに関すること
※実施主体：総務課総務係

こころの
相談

５月24日（水）
午後１時～５時
※予約制（匿名可）
☎0968・86・5724

三加和公民
館保健セン
ター

臨床
心理士

こころの健康についての相談
（悩みやストレスに関すること）

心配ごと
相談

５月12日（金）
午前10時～正午（要予約）
☎0968・34・2366

　門公民館
行政　
相談委員、
民生委員

※実施主体：社会福祉協議会

補聴器
相談

５月19日（金）
午前９時～正午（要予約）
☎0968・34・2366

老人福祉
センター

熊本県
補聴器
センター

※実施主体：社会福祉協議会

法律相談
５月26日（金）
午前10時～正午（要予約）
☎0968・34・2366

和水町福祉
センター

司法書士
（簡易裁判
代理権有）

※実施主体：社会福祉協議会

人権相談

６月 1日（木）
午前10時～午後３時
人権擁護委員の自宅及び熊本地
方法務局玉名支局で、毎日相談
を受け付けています。
熊本地方法務局玉名支局
☎0968・72・2347

中央公民館
・三加和公
民館

人権擁護
委員

家庭内・近隣間などのもめごと、
相続・金銭問題等での悩みごと、
いじめ・差別等の人権問題、
その他色々な心配事や悩み事など

「
よ
い
歯
の
広
場
」
開
催

無
料
法
律
相
談
会
開
催

南
九
州
税
理
士
会
・
も
し
も
し
相
談
室
開
設

繁
殖
期
の
野
鳥
の
保
護
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例

（
軽
課
）
を
延
長
し
ま
す

認
知
症
家
族
介
護
者
の
つ
ど
い
開
催

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

く
ら
し
の
情
報
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認
知
症
の
人
を
介
護
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
で
、

心
が
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
か
な
？
と
思
っ
た
あ
な

た
。
こ
の
つ
ど
い
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
つ
ど
い
は
、
参
加
し
た
人
た
ち
が
日
ご

ろ
の
介
護
に
つ
い
て
の
疑
問
な
ど
、
何
で
も
お

話
し
い
た
だ
け
る
場
で
す
。
同
じ
介
護
を
経
験

し
て
い
る
人
た
ち
と
お
話
す
る
こ
と
で
、
介
護

の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
対
象 

町
内
で
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い

る
ご
家
族
お
よ
び
経
験
者

と
き
　
５
月
31
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
和
水
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
　
健
康
福
祉
課
　
地
域
包
括
支
援
係

☎
０
９
６
８
・
８
６
・
５
７
２
４

春
は
、
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣
立
ち
し
た

ヒ
ナ
が
地
面
に
落
ち
て
い
る
の
を
見
か
け
た
場

合
は
、
近
く
に
姿
が
見
え
な
く
て
も
親
鳥
が
世

話
を
し
て
い
ま
す
の
で
拾
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

熊
本
県
で
は
、
５
月
10
日
か
ら
の
１
カ
月
間

を
指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、
違
法
捕
獲
な

ど
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
野
生
鳥
獣

ま
た
は
鳥
類
の
卵
は
、
鳥
獣
の
保
護
お
よ
び
管

理
な
ら
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に

よ
り
、
狩
猟
に
よ
る
捕
獲
、
許
可
受
け
た
も
の

以
外
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
捕
獲
、
殺
傷
ま
た

は
採
取
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
合
支
所
　
農
林
振
興
課
　
林
務
係

☎
０
９
６
８
・
３
４
・
３
１
１
１

（
内
線
７
２
５
）

熊
本
県
自
然
保
護
課
　
野
生
鳥
獣
班

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
２
７
５

平
成
28
年
度
に
実
施
さ
れ
た
グ
リ
ー
ン
化
特

例
（
軽
課
）
に
つ
い
て
、
特
別
措
置
が
１
年
間

延
長
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
28
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
新

規
登
録
（
初
度
検
査
年
月
）
し
た
四
輪
以
上
お

よ
び
三
輪
の
軽
自
動
車
で
、
基
準
を
満
た
し
た

車
両
に
は
平
成
29
年
度
の
み
税
率
を
軽
減
す
る

グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
グ
リ
ー
ン
化
特
例
と
は
、
燃
費
性
能
な
ど
に

優
れ
た
軽
自
動
車
（
新
車
に
限
る
）
を
取
得
し

た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
の
税
率
を
軽

減
す
る
特
例
措
置

※
平
成
28
年
度
の
軽
自
動
車
税
で
、
グ
リ
ー
ン

化
特
例
（
軽
課
）
を
適
用
し
た
車
両
は
、
平
成

29
年
度
の
税
額
は
標
準
課
税
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
初
度
検

査
年
月
に
よ
り
、
異
な
る
税
率
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
29
年
度
は
、
初
度
検
査
年
月
が

「
平
成
16
年
３
月
」
以
前
の
車
両
が
重
課
税
率

の
対
象
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
　
税
務
住
民
課
　
町
民
税
係
　
　

　
☎
０
９
６
８
・
８
６
・
５
７
２
３

総
合
支
所
　
住
民
課
　
税
務
住
民
係
　

☎
０
９
６
８
・
３
４
・
３
１
１
１

（
内
線
７
５
３
）

生
涯
を
通
し
て
、
い
つ
ま
で
も
丈
夫
な
歯
で

い
ら
れ
る
よ
う
に
こ
の
「
よ
い
歯
の
広
場
」
で
、

自
分
の
歯
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
家

族
み
ん
な
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
　
６
月
３
日
（
土
）
　
午
前
10
時〜

午
後
４
時

と
こ
ろ
　
玉
名
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
玉
名
市
岩

崎
１
３
３
）

内
容
　
無
料
歯
科
検
診
・
相
談
、
無
料
フ
ッ
化

物
歯
面
塗
付
、
歯
の
磨
き
方
指
導
、
歯
周
病

チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
・
栄
養
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

玉
名
郡
市
歯
科
医
師
会
　
ふ
く
ち
歯
科
医
院

☎
０
９
６
８
・
５
３
・
８
０
０
５

裁
判
所
で
は
、
５
月
１
日
〜
７
日
ま
で
を
憲

法
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
憲
法
週
間
行
事
と

し
て
無
料
の
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
裁

判
所
や
弁
護
士
な
ど
が
法
律
問
題
、
家
庭
問
題
、

人
権
問
題
な
ど
に
お
答
え
し
ま
す
。
予
約
は
不

要
で
す
。

・
玉
名
地
区

５
月
10
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
玉
名
支
部
（
玉
名

市
繁
根
木
54
‐
８
）

・
山
鹿
地
区

５
月
15
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部
（
山
鹿

市
山
鹿
２
８
０
）

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
玉
名
支
部

☎
０
９
６
８
・
７
２
・
３
０
３
７

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部

☎
０
９
６
８
・
４
４
・
５
１
４
１

税
理
士
が
、
電
話
で
税
金
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
左
記
の
電
話

番
号
に
お
電
話
い
た
だ
く
と
受
付
担
当
者
が
電

話
を
し
た
人
の
お
住
ま
い
の
地
域
お
よ
び
電
話

番
号
を
お
尋
ね
し
、
お
近
く
の
税
理
士
か
ら
直

接
折
り
返
し
の
電
話
を
し
ま
す
。

相
談
時
間
　
平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
土
日
祝
日
、
夏
期
、
年
末
年
始
な
ど
は
休
室
）

問
い
合
わ
せ
先

南
九
州
税
理
士
会

☎
０
１
２
０
・
３
７
３
・
６
７
８

（平成29年５月）

困った時の相談窓口

問い合わせ先　三加和公民館内　なごみだっでんクラブ事務局　☎0968・34・3047

※天候や指導者の都合等によりスケジュールが変更になる場合があります。変更が生じた場合は、各種目の指導者から連絡があります。

種目 ヨガ ペタンク 手話 ソフト 
テニス 剣道 サッカー（中学生） ジュニアサッカー ジュニア 

ソフト ミニバスケ

曜日 火曜 金曜 木曜 土曜 第２・４ 
金曜 水・土曜 木曜 水曜 金曜 土曜 水曜 土曜 日曜 水曜 木曜

時間 20：00 10：00 19：00 19：00 20：00 20：00 19：00 19：00 19：00 18：00 18：00 9：00 9：00 19：00 19：00

場所 中公 スカイ 三加和G 総合G スカイ 
談話室

テニス 
コート 町体育館 三加和G 三加和G 三加和G 三加和G 春富G 三加和Ｇ 和水町 

体育館
和水町 
体育館

相　談
窓口名 相談日・相談時 場　所 対応者 内　　容

行政相談 ５月15日（月）
午前10時～正午

役場本庁
１階町民
相談室

行政
相談委員 国などの業務に対する要望など

消費生活
相談

毎週木曜日
午前９時～午後３時（要予約）
☎0968・86・5720
※電話相談は平日いつでも
　受け付けております。

役場本庁
２階
総務課

消費
生活

相談員

消費に関するトラブル、悪徳商法
などによる苦情などに関すること
※実施主体：総務課総務係

こころの
相談

５月24日（水）
午後１時～５時
※予約制（匿名可）
☎0968・86・5724

三加和公民
館保健セン
ター

臨床
心理士

こころの健康についての相談
（悩みやストレスに関すること）

心配ごと
相談

５月12日（金）
午前10時～正午（要予約）
☎0968・34・2366

　門公民館
行政　
相談委員、
民生委員

※実施主体：社会福祉協議会

補聴器
相談

５月19日（金）
午前９時～正午（要予約）
☎0968・34・2366

老人福祉
センター

熊本県
補聴器
センター

※実施主体：社会福祉協議会

法律相談
５月26日（金）
午前10時～正午（要予約）
☎0968・34・2366

和水町福祉
センター

司法書士
（簡易裁判
代理権有）

※実施主体：社会福祉協議会

人権相談

６月 1日（木）
午前10時～午後３時
人権擁護委員の自宅及び熊本地
方法務局玉名支局で、毎日相談
を受け付けています。
熊本地方法務局玉名支局
☎0968・72・2347

中央公民館
・三加和公
民館

人権擁護
委員

家庭内・近隣間などのもめごと、
相続・金銭問題等での悩みごと、
いじめ・差別等の人権問題、
その他色々な心配事や悩み事など

「
よ
い
歯
の
広
場
」
開
催

無
料
法
律
相
談
会
開
催

南
九
州
税
理
士
会
・
も
し
も
し
相
談
室
開
設

繁
殖
期
の
野
鳥
の
保
護
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例

（
軽
課
）
を
延
長
し
ま
す

認
知
症
家
族
介
護
者
の
つ
ど
い
開
催
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

人
権
の
窓
12

「
僕
は

　誰
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
な
い
人
間
だ

か
ら
／
自
分
か
ら
死
の
う
と
し
た
り

　家
族
や
彼

女
に
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
も
／
何
も
言
っ
た
り

せ
ず
に

　受
け
入
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
／
で
も

　最
近
は

　こ
ん
な
僕
で
も

　必
要
と
し
て
く
れ

る
人
が
い
る
っ
て
こ
と
が
わ
か
り
／
僕
も

　生
き

て
い
て
よ
い
の
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」こ

の
詩
は
、
奈
良
少
年
刑
務
所
の
更
生
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
詩
の
教
室
」
の
受
講
生
の
作
品
の
一
編
で

す
。
奈
良
刑
務
所
に
は
一
七
歳
か
ら
二
六
歳
ま
で

の
青
少
年
七
百
名
余
り
が
収
容
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
家
の
寮
三
千
子
さ
ん
は
、
同
刑
務
所
か
ら
、

「
受
刑
者
の
た
め
授
業
を
し
て
ほ
し
い
」
と
依
頼

を
受
け
た
時
、
「
刑
務
所
に
入
っ
て
い
る
人
は
怖

い
」
と
躊
躇
さ
れ
ま
す
が
、
刑
務
所
の
先
生
た
ち

の
「
彼
ら
は
み
な
加
害
者
に
な
る
前
は
被
害
者
で

あ
っ
た
よ
う
な
子
な
ん
で
す
。
親
に
育
児
放
棄
や

虐
待
を
さ
れ
た
子
。
学
校
で
ひ
ど
い
い
じ
め
を
受

け
て
き
た
子
。
親
か
ら
拷
問
の
よ
う
な
し
つ
け
を

さ
れ
た
子
。
親
の
過
度
の
期
待
に
心
が
壊
れ
て
し

ま
っ
た
子
。
心
に
深
い
傷
を
も
ち
、
そ
の
傷
を
癒

せ
な
か
っ
た
子
。
本
当
は
み
ん
な
優
し
い
、
傷
つ

き
や
す
い
心
を
持
っ
た
子
な
ん
で
す
。
」
と
い
う

熱
心
な
言
葉
を
聞
き
、
詩
の
授
業
を
引
き
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

授
業
を
九
年
間
続
け
て
こ
ら
れ
た
寮
さ
ん
は
、

「
実
際
に
授
業
を
し
て
み
れ
ば
、
怖
い
こ
と
な
ど

何
も
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
私
が
恐
れ
て
い
た
モ
ン

ス
タ
ー
で
は
な
か
っ
た
。
傷
つ
い
た
心
を
抱
え
、

様
々
な
鎧
を
ま
と
っ
た
子
ど
も
た
ち
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
が
鎧
を
脱
ぎ
、
心
の
扉
を
開

く
と
、
優
し
さ
が
溢
れ
て
き
た
。
一
人
が
心
の
扉

を
開
く
と
、
連
鎖
反
応
で
、
み
ん
な
が
パ
タ
パ
タ

と
心
を
開
き
、
互
い
に
思
い
や
り
の
あ
る
言
葉
を

か
け
あ
う
よ
う
に
な
る
。
思
わ
ず
涙
す
る
場
面
も

何
度
も
あ
っ
た
。
」
と
、
振
り
返
ら
れ
て
い
ま

す
。彼

ら
の
生
い
立
ち
の
中
で
、
家
庭
や
学
校
や
社

会
の
ど
こ
か
で
、
一
つ
で
も
助
け
に
な
る
何
か
が

あ
っ
た
ら
、
理
解
し
て
く
れ
る
人
が
一
人
で
も
い

た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
、
彼
ら
は
犯
罪
に
手
を
染

め
る
こ
と
も
な
く
、
被
害
者
も
出
さ
ず
に
済
ん
だ

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
犯
罪
は
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
被
害
者
の
無
念
や
家
族
の

心
の
傷
は
計
り
知
れ
な
い
の
で
す
が
、
刑
務
所
の

先
生
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、
受
刑
者
た
ち
は
加

害
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
社
会
の
被
害
者
な

の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
目
の
前
に
、
心
に
深
い
傷
を
持
ち
、

苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
は
い
な
い
の
か
。
私

た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
声
に
耳
を
傾
け
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

「 

心
の
声
に
耳
を
傾
け
て 

」

短
歌

人
の
名
も
昨
日
の
事
も
出
て
こ
な
い

　そ
れ
で
は
駄
目
と
頭
を
た
た
く

　
　
　
　
　
　村
上

　成
章

た
っ
ぷ
り
と
夜
空
を
吸
い
て
ぬ
れ
て
ゐ
る

　私
の
星
よ
い
づ
く
に
ゐ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　東

　左
千
子

幾
千
の
い
の
ち
抱
く
や
山
茶
花
の

　ぽ
つ
り
ぽ
つ
ぽ
つ
春
呼
ぶ
く
れ
な
い

　
　
　
　坂
口
志
げ
子

春
が
来
る
ぞ
庭
芝
刈
る
音
夫
の
声

　や
っ
ぱ
り
夢
か
今
日
は
節
分

　
　
　
　
　
　
　石
山

　幸
子

細
や
か
な
ち
ら
し
の
御
馳
走
お
白
酒

　孫
歌
い
だ
す
我
が
家
の
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　荒
木

　智
子

し
だ
れ
梅
風
う
け
な
が
ら
ゆ
ら
ゆ
ら
と

　花
び
ら
落
ち
る
一
ひ
ら
二
ひ
ら

　
　
　
　
　
　坂
本

　竹
子

か
な
し
き
原
俳
句
会

球
場
の
春
の
ド
ー
ム
や
始
球
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　良

　一

深
々
と
轍
の
あ
り
ぬ
落
ち
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　謙

　三

菜
の
花
の
染
め
ゆ
く
筑
紫
次
郎
か
な

　
　
　
　
　
　
　貞

　子

花
曇
久
に
出
逢
ひ
し
三
姉
妹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　し
ん
子

渓
谷
の
明
か
り
と
な
り
し
紅
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　淑

　乃

咲
き
そ
め
し
緋
木
瓜
に
庭
の
は
な
や
ぎ
て

　
　
　
　
　き
よ
み

枝
先
の
雫
七
色
山
椒
の
芽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　康

　子

舌
鼓
打
ち
て
召
さ
れ
し
桜
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　弘

　子

母
子
草
名
前
教
へ
し
母
恋
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　淑

菊
水
俳
句
会

寄
り
合
ひ
し
地
区
の
宴
に
落
花
か
な

　
　
　
　
　中
山
ミ
サ
ト

閉
校
の
日
や
遠
巻
き
に
土
筆
生
ふ

　
　
　
　
　
　宮
中

　康
雄

夏
帽
や
母
い
た
わ
り
て
子
が
呉
れ
し

　
　
　
　
　宮
中
ミ
ス
エ

朝
刊
の
イ
ン
ク
の
匂
ひ
花
便
り

　
　
　
　
　
　
　永
田

　紘
彦

窓
開
け
て
優
し
き
風
や
鳥
の
声

　
　
　
　
　
　
　原

　か
よ
子

春
の
縁
病
癒
え
し
と
友
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　池
田

　松
子

肥
後
狂
句
会

そ
の
元
気

　杖
も
忘
れ
て
は
っ
て
か
す

　
　
　
　井
上
り
ん
ど
う

そ
の
元
気

　何
ち
ゅ
う
薬
飲
ん
だ
つ
か

　
　
　
　庄
山

　道
草

そ
の
元
気

　日
本
の
未
来
背
負
う
と
る

　
　
　
　池
田

　
　茜

入
学
式

　悪
戯
鬼
の
顔
し
や
ん
と
し
て

　
　
　
　高
木
せ
い
や

入
学
式

　目
標
叶
い
胸
張
っ
て

　
　
　
　
　
　
　石
原
か
わ
せ
み

入
学
式

　親
ん
着
も
ん
が
光
っ
と
る

　
　
　
　
　福
永
す
み
れ

入
学
式

　町
の
将
来
担
う
子
等

　
　
　
　
　
　
　二
瀬

　桔
梗

あ
ー
ん
し
て

　其
の
口
元
ん
こ
や
ら
っ
さ

　
　
　瀬
上

　歌
子

あ
ー
ん
し
て

　子
育
て
の
こ
ろ
思
い
出
す

　
　
　後
藤

　撫
子

あ
ー
ん
し
て

　あ
な
た
の
お
口
ち
い
さ
い
ね

　
　大
山
こ
す
も
す

和
水
町
人
権
教
育
指
導
員
　
　
緒
方 

正
雄

広
報
な
ご
み
４
月
号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）
本
閉
じ
て
木
の
芽
お
越
し
の
雨
を
聴
く

　弘
子

（
正
）
本
閉
じ
て
木
の
芽
起
し
の
雨
を
聴
く

　
　弘
子

　
　
　
　
　
　
　わ
だ
ち
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き
た

問い合わせ先　本庁　まちづくり推進課　企画調整係　☎0968・86・5721

お手持ちのスマートフォンやタブレットで広報紙を読むことができます
無料アプリ「マチイロ」で広報なごみが読めます！

「マチイロ」は、自治体に特化した広報ツールで、全国５００

自治体で導入されています。住んでいる地域や全国の自治体に

関する情報を、いつでもどこでも見ることができます。

お手持ちのスマートフォンやタブレットで簡単に広報なごみが

読めますので、この機会にぜひインストールをお願いします。

登録の方法
①スマートフォンやタブレットで左記のＱＲコードを読み込み、アプリ「マチイロ」をイン

ストールする。
②お住まいの地域や性別、生年月などを登録する。
③自動的に広報なごみが追加されます。
　広報紙を読むには、登録後、広報紙をダウンロードする必要があります。
　登録・閲覧は無料ですが、通信料は登録者の負担となります。

申し込み先：クリーンパークファイブ
住　　　所：玉名郡長洲町大字名石浜42番地１　☎0968・78・4433

5月リサイクル体験受講者募集

日 時間 講座名 講師名 募集人員 募集期間 準備するもの

24日（水） 午前９時30分
～午後３時

着物リフォーム
「チューニック」 村上泰代子氏 10人

電話受付 ①いらない着物をほどいたもの（着物
が無い方は同じ大きさの布）　②布に
合わせたミシン糸　③ミシン（お持ち
の方のみ）　④20㎝ものさし　⑤紙
切りハサミ　⑥裁縫道具　⑦筆記用具
⑧弁当　⑨材料費500円

1日（月）午前９時～
16日（火）午後４時　
希望者多数の場合の抽選日
19日（金）午前10時

電話で受付を行い、受講希望者多数の場合は抽選となります。
その場合は、電話でご連絡いたします。(必ず受付時、連絡の取れる電話番号をお願いします)
電話がない場合は、受講決定ですのでリサイクル体験講座開講日においでください。

受付
方法
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

人
権
の
窓
12

「
僕
は

　誰
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
な
い
人
間
だ

か
ら
／
自
分
か
ら
死
の
う
と
し
た
り

　家
族
や
彼

女
に
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
も
／
何
も
言
っ
た
り

せ
ず
に

　受
け
入
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
／
で
も

　最
近
は

　こ
ん
な
僕
で
も

　必
要
と
し
て
く
れ

る
人
が
い
る
っ
て
こ
と
が
わ
か
り
／
僕
も

　生
き

て
い
て
よ
い
の
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」こ

の
詩
は
、
奈
良
少
年
刑
務
所
の
更
生
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
詩
の
教
室
」
の
受
講
生
の
作
品
の
一
編
で

す
。
奈
良
刑
務
所
に
は
一
七
歳
か
ら
二
六
歳
ま
で

の
青
少
年
七
百
名
余
り
が
収
容
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
家
の
寮
三
千
子
さ
ん
は
、
同
刑
務
所
か
ら
、

「
受
刑
者
の
た
め
授
業
を
し
て
ほ
し
い
」
と
依
頼

を
受
け
た
時
、
「
刑
務
所
に
入
っ
て
い
る
人
は
怖

い
」
と
躊
躇
さ
れ
ま
す
が
、
刑
務
所
の
先
生
た
ち

の
「
彼
ら
は
み
な
加
害
者
に
な
る
前
は
被
害
者
で

あ
っ
た
よ
う
な
子
な
ん
で
す
。
親
に
育
児
放
棄
や

虐
待
を
さ
れ
た
子
。
学
校
で
ひ
ど
い
い
じ
め
を
受

け
て
き
た
子
。
親
か
ら
拷
問
の
よ
う
な
し
つ
け
を

さ
れ
た
子
。
親
の
過
度
の
期
待
に
心
が
壊
れ
て
し

ま
っ
た
子
。
心
に
深
い
傷
を
も
ち
、
そ
の
傷
を
癒

せ
な
か
っ
た
子
。
本
当
は
み
ん
な
優
し
い
、
傷
つ

き
や
す
い
心
を
持
っ
た
子
な
ん
で
す
。
」
と
い
う

熱
心
な
言
葉
を
聞
き
、
詩
の
授
業
を
引
き
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

授
業
を
九
年
間
続
け
て
こ
ら
れ
た
寮
さ
ん
は
、

「
実
際
に
授
業
を
し
て
み
れ
ば
、
怖
い
こ
と
な
ど

何
も
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
私
が
恐
れ
て
い
た
モ
ン

ス
タ
ー
で
は
な
か
っ
た
。
傷
つ
い
た
心
を
抱
え
、

様
々
な
鎧
を
ま
と
っ
た
子
ど
も
た
ち
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
が
鎧
を
脱
ぎ
、
心
の
扉
を
開

く
と
、
優
し
さ
が
溢
れ
て
き
た
。
一
人
が
心
の
扉

を
開
く
と
、
連
鎖
反
応
で
、
み
ん
な
が
パ
タ
パ
タ

と
心
を
開
き
、
互
い
に
思
い
や
り
の
あ
る
言
葉
を

か
け
あ
う
よ
う
に
な
る
。
思
わ
ず
涙
す
る
場
面
も

何
度
も
あ
っ
た
。
」
と
、
振
り
返
ら
れ
て
い
ま

す
。彼

ら
の
生
い
立
ち
の
中
で
、
家
庭
や
学
校
や
社

会
の
ど
こ
か
で
、
一
つ
で
も
助
け
に
な
る
何
か
が

あ
っ
た
ら
、
理
解
し
て
く
れ
る
人
が
一
人
で
も
い

た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
、
彼
ら
は
犯
罪
に
手
を
染

め
る
こ
と
も
な
く
、
被
害
者
も
出
さ
ず
に
済
ん
だ

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
犯
罪
は
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
被
害
者
の
無
念
や
家
族
の

心
の
傷
は
計
り
知
れ
な
い
の
で
す
が
、
刑
務
所
の

先
生
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、
受
刑
者
た
ち
は
加

害
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
社
会
の
被
害
者
な

の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
目
の
前
に
、
心
に
深
い
傷
を
持
ち
、

苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
は
い
な
い
の
か
。
私

た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
声
に
耳
を
傾
け
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

「 

心
の
声
に
耳
を
傾
け
て 

」

短
歌

人
の
名
も
昨
日
の
事
も
出
て
こ
な
い

　そ
れ
で
は
駄
目
と
頭
を
た
た
く

　
　
　
　
　
　村
上

　成
章

た
っ
ぷ
り
と
夜
空
を
吸
い
て
ぬ
れ
て
ゐ
る

　私
の
星
よ
い
づ
く
に
ゐ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　東

　左
千
子

幾
千
の
い
の
ち
抱
く
や
山
茶
花
の

　ぽ
つ
り
ぽ
つ
ぽ
つ
春
呼
ぶ
く
れ
な
い

　
　
　
　坂
口
志
げ
子

春
が
来
る
ぞ
庭
芝
刈
る
音
夫
の
声

　や
っ
ぱ
り
夢
か
今
日
は
節
分

　
　
　
　
　
　
　石
山

　幸
子

細
や
か
な
ち
ら
し
の
御
馳
走
お
白
酒

　孫
歌
い
だ
す
我
が
家
の
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　荒
木

　智
子

し
だ
れ
梅
風
う
け
な
が
ら
ゆ
ら
ゆ
ら
と

　花
び
ら
落
ち
る
一
ひ
ら
二
ひ
ら

　
　
　
　
　
　坂
本

　竹
子

か
な
し
き
原
俳
句
会

球
場
の
春
の
ド
ー
ム
や
始
球
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　良

　一

深
々
と
轍
の
あ
り
ぬ
落
ち
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　謙

　三

菜
の
花
の
染
め
ゆ
く
筑
紫
次
郎
か
な

　
　
　
　
　
　
　貞

　子

花
曇
久
に
出
逢
ひ
し
三
姉
妹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　し
ん
子

渓
谷
の
明
か
り
と
な
り
し
紅
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　淑

　乃

咲
き
そ
め
し
緋
木
瓜
に
庭
の
は
な
や
ぎ
て

　
　
　
　
　き
よ
み

枝
先
の
雫
七
色
山
椒
の
芽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　康

　子

舌
鼓
打
ち
て
召
さ
れ
し
桜
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　弘

　子

母
子
草
名
前
教
へ
し
母
恋
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　淑

菊
水
俳
句
会

寄
り
合
ひ
し
地
区
の
宴
に
落
花
か
な

　
　
　
　
　中
山
ミ
サ
ト

閉
校
の
日
や
遠
巻
き
に
土
筆
生
ふ

　
　
　
　
　
　宮
中

　康
雄

夏
帽
や
母
い
た
わ
り
て
子
が
呉
れ
し

　
　
　
　
　宮
中
ミ
ス
エ

朝
刊
の
イ
ン
ク
の
匂
ひ
花
便
り

　
　
　
　
　
　
　永
田

　紘
彦

窓
開
け
て
優
し
き
風
や
鳥
の
声

　
　
　
　
　
　
　原

　か
よ
子

春
の
縁
病
癒
え
し
と
友
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　池
田

　松
子

肥
後
狂
句
会

そ
の
元
気

　杖
も
忘
れ
て
は
っ
て
か
す

　
　
　
　井
上
り
ん
ど
う

そ
の
元
気

　何
ち
ゅ
う
薬
飲
ん
だ
つ
か

　
　
　
　庄
山

　道
草

そ
の
元
気

　日
本
の
未
来
背
負
う
と
る

　
　
　
　池
田

　
　茜

入
学
式

　悪
戯
鬼
の
顔
し
や
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し
て
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せ
い
や

入
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式

　目
標
叶
い
胸
張
っ
て
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原
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わ
せ
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入
学
式
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ん
着
も
ん
が
光
っ
と
る

　
　
　
　
　福
永
す
み
れ

入
学
式

　町
の
将
来
担
う
子
等

　
　
　
　
　
　
　二
瀬

　桔
梗

あ
ー
ん
し
て

　其
の
口
元
ん
こ
や
ら
っ
さ

　
　
　瀬
上

　歌
子

あ
ー
ん
し
て

　子
育
て
の
こ
ろ
思
い
出
す

　
　
　後
藤

　撫
子

あ
ー
ん
し
て

　あ
な
た
の
お
口
ち
い
さ
い
ね

　
　大
山
こ
す
も
す

和
水
町
人
権
教
育
指
導
員
　
　
緒
方 

正
雄

広
報
な
ご
み
４
月
号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）
本
閉
じ
て
木
の
芽
お
越
し
の
雨
を
聴
く

　弘
子

（
正
）
本
閉
じ
て
木
の
芽
起
し
の
雨
を
聴
く

　
　弘
子
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だ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ひ     

ぼ   

け

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　つ
く
し

　

 

お

                                                                               

く

　
　
　
　
　
　
　や
ま
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

き
た

問い合わせ先　本庁　まちづくり推進課　企画調整係　☎0968・86・5721

お手持ちのスマートフォンやタブレットで広報紙を読むことができます
無料アプリ「マチイロ」で広報なごみが読めます！

「マチイロ」は、自治体に特化した広報ツールで、全国５００

自治体で導入されています。住んでいる地域や全国の自治体に

関する情報を、いつでもどこでも見ることができます。

お手持ちのスマートフォンやタブレットで簡単に広報なごみが

読めますので、この機会にぜひインストールをお願いします。

登録の方法
①スマートフォンやタブレットで左記のＱＲコードを読み込み、アプリ「マチイロ」をイン

ストールする。
②お住まいの地域や性別、生年月などを登録する。
③自動的に広報なごみが追加されます。
　広報紙を読むには、登録後、広報紙をダウンロードする必要があります。
　登録・閲覧は無料ですが、通信料は登録者の負担となります。

申し込み先：クリーンパークファイブ
住　　　所：玉名郡長洲町大字名石浜42番地１　☎0968・78・4433

5月リサイクル体験受講者募集

日 時間 講座名 講師名 募集人員 募集期間 準備するもの

24日（水） 午前９時30分
～午後３時

着物リフォーム
「チューニック」 村上泰代子氏 10人

電話受付 ①いらない着物をほどいたもの（着物
が無い方は同じ大きさの布）　②布に
合わせたミシン糸　③ミシン（お持ち
の方のみ）　④20㎝ものさし　⑤紙
切りハサミ　⑥裁縫道具　⑦筆記用具
⑧弁当　⑨材料費500円

1日（月）午前９時～
16日（火）午後４時　
希望者多数の場合の抽選日
19日（金）午前10時

電話で受付を行い、受講希望者多数の場合は抽選となります。
その場合は、電話でご連絡いたします。(必ず受付時、連絡の取れる電話番号をお願いします)
電話がない場合は、受講決定ですのでリサイクル体験講座開講日においでください。

受付
方法
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子育てサークル
ピノッキオでは、「親子の交流」「子育て相談」「子育ての情報提供」「子育てサークル支援」
などをとおして仲間つくりや子育てのサポートを行なっています。    

毎月１回集まって子育てのお話・情報交換・ママ友作りなどを目的に交流会を行
なっています。やってみたいことなどがあれば話し合い実施していきます。例えば、
お菓子つくり・料理・体操・子育て講話など講師を招くことも可能です。ぜひ、ご
参加ください。

　里帰りなどで、チャイルドシート・ジュニアシート
が必要な人は最長７日間貸し出します。詳しくは、
住民課健康福祉係（34・3111）にお尋ねください。

チャイルドシート
短期間貸し出します

日　時 ５月26日(金)　　午前10時～正午

開設日 毎週月曜～金曜　午前９時～正午、午後１時半～４時

開設日 毎週　火・木・金
開設時間 午前10時～正午　午後１時～４時

基本事業①親子の交流　②育児相談　③情報提供　④子育て講座・講習

利用できる人 ０歳から就学前の子どもとその保護者・妊婦・子育て支援に携わる人
おじいちゃん、おばあちゃんとの利用も大歓迎です。
※原則として、和水町に住んでいるか働いている人です。また、出産や休暇を利用して帰省中の人も利用できます。

利用料 無料

今月のイベント

場　所 中央公民館（１Ｆ和室）
持ち物 必要ありませんが、事前にお知らせいただけると助かります。

お見知り会
パネルシアターを見て楽しんでる
様子です。

マグカップ＆寝相アート
今回のテーマは、洗濯物。自前の
服や小物と一緒に撮りました。

ぽかぽか陽気の中、園庭でお友
達と元気いっぱい遊びましたよ！

１年の活動や成長の様子をスラ
イドショーで振り返り、思い出を
語りました。

外遊び

思い出会

成長を綴ろう
アイデアいっぱいの可愛いアル
バム表紙に仕上がりました。

『 親子交流会 』 
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ピノッキオパーク
子供服お譲り会

ピノッキオパーク
誕生会

（要予約・２日まで）

3 4

お母さん
ありがとうの会

身体測定
ピノッキオフレンズ

ピクニック
（ロマン館裏）

ピノッキオパーク
歯の健康講話

（歯科の先生より）

心も体もリラックス！
ヨガ

29

自由にご利用ください。

30 31 ピノッキオパーク
フッ素塗布

虫歯予防人形劇

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

自由にご利用ください。

※詳しくは『おたより』または、『ホームページ』をご覧ください。

ベビーマミー
（妊婦さん・０歳児親子）

おもちゃ作り
身体測定

おひさまタイム
芋の苗植え

(10時～11時）
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5月/16日火
「緑のカーテン苗植え」午前
・汚れても良い服装でお越しください。

5月/11日木「母の日製作」午前　要予約2日(火)まで
・小物入れや植木鉢として使えるリメイク缶を作ります。

6月/ 8日木「絵本の読み聞かせ」午前
・0歳児から楽しめる内容です。

5月/23日火「出張ひろば」午前　集合場所　和水町福祉センター（旧あばかん家）
・春の野山を散歩して、自然の中でゆっくり過ごしましょう。ヤギや牛にも会えますよ。

5月/30日火「マンネリ脱出！魚料理」・持ってくる物　エプロン、三角巾、おんぶ紐

5月/18日木
「身体測定」午前・午後
・身長体重を記録したり、5月生まれの子どもには誕生カードのプレゼントがあります。
　☆昼ご飯OKの日☆（午前から午後まで連続して利用できます。）
・一日利用する人はお弁当をお持ちください。(パン屋さんも来られます。)

午前　要予約5月23日(火)まで
集合場所　三加和公民館調理室

左のマークの日は、自由に利用できます。
イベントの日の午後からもご利用ください。  

子育てひろば

問い合わせ先　菊水ひまわり園内　子育て支援センター　☎0968・86・5655

問い合わせ先　総合支所内　和水町子育てひろば　☎0968・34・3111（内線787）

ピノッキオ

にこにこクラブ
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問い合わせ先　本庁　健康福祉課　保健予防係　☎0968・86・5724

母子健康手帳交付
受付場所 本庁健康福祉課

①妊婦本人のマイナンバー（個人番号）がわかるカード
②交付届出人（妊婦など）の本人確認ができる顔写真付きの
身分証明書（運転免許証など）　③印鑑
④妊娠届出書等、妊娠の証明ができる書類（医療機関から受
け取られている場合のみで結構です）
⑤上のお子様の母子健康手帳（※第2子以降の方のみ）

・保健・栄養指導を１時間程度実施しますので、時間に余裕
をもってきてください。
・日程の都合が悪い人や総合支所での交付をご希望の人は、
事前にご相談ください。原則、本庁で交付します。

持ってくるもの
受付日時 毎週金曜日　午前９時～11時

そ の 他

和水町立病院休日宿日直医表

休日在宅医

※町立病院の日直医・宿直医は、変更になる場合があります。　
医師にかかる前には、必ず事前に問い合わせをして、担当医師
の確認をしてください。

日　　付 日　　直 宿　　直

5月 3日（水） 外 科 外 科

5月 4日（木） 内 科 内 科

5月 5日（金） 外 科 総合診療科

5月 6日（土） 皮 膚 科 内 科

5月 7日（日） 皮 膚 科 外 科

5月13日（土） 皮 膚 科 外 科

5月14日（日） 皮 膚 科 外 科

5月20日（土） 皮 膚 科 皮 膚 科

5月21日（日） 皮 膚 科 内 科

5月27日（土） 外 科 外 科

5月28日（日） 外 科 外 科

問い合わせ先　和水町立病院　☎0968・86・3105

１歳６カ月健診

４か月児健診25木

18木

対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H29年1月生 13：30～ 健康管理
センター

１歳児健康相談16火対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H28年
4月・5月生 9：30～ 保健

センター

対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H27年
9月・10月生 13：30～ 健康管理

センター

７カ月児健診1木対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H28年10月生 13：30～ 健康管理
センター

２カ月児健康相談6火対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H29年3月生 9：30～ 保健
センター

２カ月児健康相談9火対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H29年2月生 9：30～ 保健
センター

７カ月児健診11木対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H28年9月生 13：30～ 健康管理
センター

問い合わせ先　本庁　健康福祉課　保健予防係　☎0968・86・5724

※6月分は早い時期に実施する２つを載せています。

乳幼児健診

6月

5月

と　　き 病　院　名 連　絡　先
5月 3日（水） 和水クリニック（和水町） 0968・86・6001
5月 4日（木） 山﨑医院（和水町） 0968・34・2653
5月 5日（金） 田辺クリニック（南関町） 0968・53・8211
5月 7日（日） 田尻医院（南関町） 0968・53・0016
5月14日（日） 和水町立病院 0968・86・3105
5月21日（日） さかき診療所（南関町） 0968・53・1125
5月28日（日） 森の里クリニック（和水町） 0968・34・2800

27│広報なごみ│2017 May│



子どもは大人と比べると胃袋は小さ
いですが消費エネルギーは高いです。  

間食にはこのようなエネルギーにな
るもののほか、食物繊維、ビタミン類
を補える物を食べるといいですね。

編集後記

５月31日（水）まで

固定資産税　　１期
軽自動車税　　全期

※納期限内には必ず納めましょう！

今月の納期

❶小麦粉（薄力粉）は水を少しずつ加えながら、耳たぶより
軟らかくなるようにこねてしばらくねかす。

❷❶を両手で押しながら６センチ幅３センチ位にのばして、
お湯の中に入れてゆでる。

❸みそに黒砂糖、水を入れ火にかけとろりとするまでねりあ
げる。

❹好みにより❸の中にきざんだピーナツやごま、ゆずの皮を
おろして入れてもよい。

❺❸の中に❷の水気を切ったものを入れて混ぜる。もしくは
❷の水気を切ったものを皿に盛り付け、上から❸をかける。

【作り方】

・・・ 400ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 180㏄

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 50ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25ｇ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 70㏄

【材料（５人分量）】
小麦粉（薄力粉）
水
みそ
黒砂糖
水

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20ｇ

ピーナツ
ごま

H23年生まれ（日平）

パパ   秀　樹 さん
ママ   友　紀 さん

春からいよいよ年長さ
ん！元気に楽しく過ごし
ていこうね！

H23年生まれ（立石）

パパ   伸　哉 さん
ママ   利　沙 さん

いつも元気なるいくん！
昨年は皆勤賞おめでとう
♪三兄弟の真ん中で喧嘩
もたえませんが、何事に
も一生懸命チャレンジす
る姿は素敵だよ♥家族
みんなで応援しています
！（^ ）^！

H23年生まれ（大江田）

パパ   晃　司 さん
ママ   愛紀代 さん

何事もできるまで何度も
何度もチャレンジする愛
菜。頑張ってる姿とって
もかっこいいよ♥これか
らも２人の弟と仲良く、
優しい愛菜でいてね＾^

人の動き　平成29年３月末日現在（先月比）

人　口 －33）

－12）

－21）

10）

10,471人（前月比 

（前月比

（前月比 

（前月比

男　性 4,943人
女　性 5,528人
世帯数 3,882世帯

出　生 ９人
死　亡 １６人
転　入 ４７人
転　出 ７３人

　こんにちは。今年度も広報を担当しますスリープです。よろしくお願いします。
　４月上旬に桜が満開でしたね。肥後民家村と歴史と文化のふれあい広場に取材
に行きましたが、どちらも桜が満開でとてもきれいでした。
　今年は、花見をする予定でしたが、雨のため中止に。来年こそは花見をしたい
です。スリープは現在風邪気味です。皆さん、体調に気をつけて５月をお過ごし
ください。
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　和水町在住のかわいい子どもさん（小学校入学前）の
写真を募集します。
❶ 子どもの氏名・ふりがな　❷ 行政区
❸ 保護者の氏名　❹ コメント（60字以内）
を添えて本庁まちづくり推進課または総合支所住民課ま
でお持ちください。
※応募多数の場合は順番での掲載となります。ご了承ください。

ポ～ズ！はい 写真大募集

問い合わせ先 本庁  まちづくり推進課  企画調整係  ☎0968・86・5721

耳の神様
「みゆうちゃん」


